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・
流
し
じ
ゅ
ん
さ
い�

　
　
　
　（
10
時
45
分
・
12
時
）�

・
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
踊
り�

　
　
　
　
　
　
　（
10
時
30
分
）�

・
じ
ゅ
ん
さ
い
音
頭（
11
時
）�

　
　
・
じ
ゅ
ん
さ
い
汁�

　
　
　
ふ
る
ま
い（
11
時
30
分
）�
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●
と
　
き
　
６
月
19
日
●日�

　
　
　
　
　
10
時
ス
タ
ー
ト�

●
と
こ
ろ
　
じ
ゅ
ん
さ
い
の
館�

●
主
な
催
し
物
（
予
定
時
間
）�

〜
じ
ゅ
ん
さ
い
の
日
の
豆
知
識
〜�

　
「
じ
ゅ
ん
さ
い
」
は
、
６
月
を

意
味
す
る「
ジ
ュ
ー
ン（
ジ
ュ
ン
）」

と
、
31
を
「
さ
い
」
と
読
む
と
６

月
31
日
に
な
り
ま
す
よ
ね
。�

　
し
か
し
６
月
に
31
日
は
実
在
し

な
い
「
ま
ぼ
ろ
し
の
日
」
で
す
…
。�

　
そ
こ
で
、
「
ま
ぼ
ろ
し
」
の
日

が
30
日
の
次
の
日
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
〈
７
月
１
日
〉
を
「
じ
ゅ
ん

さ
い
の
日
」
と
定
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
！�

　
旬
の
お
い
し
い
じ
ゅ
ん
さ
い
を
、

是
非
ご
堪
能
く
だ
さ
い
！�

●
と
　
き
　
７
月
３
日
●日�

　
集
合
場
所
　
山
本
総
合
支
所
駐
車
場�

　
集
合
・
受
付
　
８
時
40
分
〜
９
時�

　
※
受
付
終
了
後
、
会
場
へ
バ
ス
移
動�

�

●
Ｗ
杯
会
場
　
阿
部
農
園�

�

●
競
技
内
容�

　
制
限
時
間
１
時
間
の
早
摘
み
競
技�

●
募
集
人
数
（
参
加
費
）�

　
ソ
ロ
の
部
　
25
名
（
１
５
０
０
円
）�

　
ペ
ア
の
部
　
25
組
50
名�

　
　
　
　
　
　
（
一
組
３
０
０
０
円
）�

　
※
じ
ゅ
ん
さ
い
料
理
の
昼
食
有
り�

　
※
参
加
料
は
当
日
受
付
に
て
徴
収�

�

●
申
し
込
み
方
法
（
事
前
予
約
制
）�

①
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
い
ず
れ
か�

　
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

②
受
付
期
間
　
６
月
６
日
〜
定
員
に�

　
　
　
　
達
し
次
第
締
切
（
先
着
順
）�

じ
ゅ
ん
さ
い
イ
ベ
ン
ト
紹
介�

じ
ゅ
ん
さ
い�

　
　
　
旬
ま
つ
り�

生
産
量
日
本
一�

　
日
本
一
の
三
種
町
じ
ゅ
ん
さ
い
が
旬
を
む
か
え
、町
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
、

じ
ゅ
ん
さ
い
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
初
夏
の
味
覚
「
じ
ゅ
ん
さ
い
」
を
是
非
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。�

第
３
回�

世
界
じ
ゅ
ん
さ
い
摘
み�

採
り
選
手
権
大
会
！�

７
月
１
日
は
、
日
本
記
念
日
協
会
が
定
め
る�

　
　
　

「
じ
ゅ
ん
さ
い
の
日
」
で
す
。�

じゅんさいキャラクター�

じゅんくん・さいちゃん��
森岳「角助沼」の河童伝説に由来するキ
ャラクター「じゅんくん」と「さいちゃ
ん」も７月１日生まれです。�

限定�

200食
�

じゅ
んさ
い�

ワー
ルド
カッ
プ!!

◆申し込み・問い合わせ先　　三種町森岳じゅんさいの里活性化協議会（商工観光交流課）�
　　　　　　　　　　　　　　　85－4830　FAX72－1536　e-mail：shoko@town.mitane.akita.jp
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６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』
で
す
。�

　
町
で
は
、
こ
の
日
を
記
念
し
、
次
の
日

程
で
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。�

　
い
じ
め
、
登
記
、
も
め
事
な
ど
の
問
題

や
困
り
ご
と
な
ど
を
抱
え
て
い
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

●
日
程�

　
６
月
７
日
　
八
竜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー�

　
６
月
９
日
　
山
本
公
民
館�

　
６
月
10
日
　
パ
レ
ス
琴
丘�

　
▼
相
談
時
間 

　
10
時
〜
15
時�

●
人
権
擁
護
委
員�

　
琴
丘
地
域
　
小
山
俊
一
　
國
柄
春
美
　�

　
　
　
　
　
　
近
藤
和
雄�

　
山
本
地
域
　
千
葉
　
聡
　
信
太
民
久�

　
　
　
　
　
　
小
沢
寿
昭�

　
八
竜
地
域
　
見
上
雅
子
　
成
田
隆
道�

　
　
　
　
　
　
工
藤
富
直�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
民
生
活
課
　
町
民
係�

　
８
５
‐
４
８
２
５�

特
設
人
権
相
談
所
開
設�

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

の
解
決
を
図
る
た
め
の
取
組
を
強
化
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
一
斉
「
子
ど

も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
を
実
施

し
、
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。�

●
実
施
期
間
　�

　
６
月
27
日
〜
７
月
３
日�

●
実
施
時
間�

　
６
月
27
日
〜
７
月
１
日�

　
　
　
　
　
　
▼
８
時
30
分
〜
19
時�

　
７
月
２
日
〜
７
月
３
日�

　
　
　
　
　
　
▼
10
時
〜
17
時�

子
供
の
人
権
１
１
０
番�

強
化
週
間�

　
今
年
に
入
り
、
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。�

　
運
転
者
の
方
は
、
高
齢
歩
行
者
、
高
齢

自
転
車
利
用
者
及
び
高
齢
運
転
者
標
識
を

付
け
た
車
両
を
見
か
け
た
際
は
、
減
速
、

徐
行
等
に
よ
る
思
い
や
り
運
転
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。�

　
ま
た
、
高
齢
者
の
方
は
、
薄
暮
時
間
帯

や
夜
間
、
徒
歩
・
自
転
車
で
外
出
す
る
際

に
は
、
明
る
い
服
装
及
び
反
射
材
用
品
の

着
用
に
努
め
る
ほ
か
、
歩
行
中
、
自
転
車

利
用
中
、
車
両
運
転
中
は
、
交
通
ル
ー
ル

と
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
防
止

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。�

安
全
運
転
を�

　
　
心
が
け
ま
し
ょ
う�

琴
丘
総
合
支
所 

前
　
　�

　
　
　
　
９
時
30
分 

〜 

11
時
30
分�

　
　
　
　
←�

Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
本
店 

前
　�

　
　
　
　
13
時 

〜
14
時
20
分
　�

　
　
　
　
←�

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
琴
丘
店 

前�

　
　
　
　
15
時
〜
16
時
30
分�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
琴
丘
総
合
支
所
　
地
域
生
活
係
　�

　
８
７
‐
３
５
１
６�

ひとりで悩まず�
私たちに、ご相談�
ください。�

　秋田地方法務局能代支局では、

平日8時30分～17時15分まで人

権相談を受け付けています。お気

軽にご利用ください。�

◆秋田地方法務局能代支局�

　　　　　　54－4111�

　みんなの人権110番　　�

　　　　　　0570－003－110�

　女性の人権ホットライン　�

　　　　　　0570－070－810

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番�

　
　
　
　
　
　
　
　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル�

　
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
無
料
）�

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）�

酒酔い運転�

酒気帯び件数　�

飲酒事故（負傷）件数�

飲酒事故（死亡）件数�

交通死亡事故件数�

0 件�

2 件�

0 件�

0 件�

0 件�

0 件�

2 件�

0 件�

0 件�

0 件�

４月中� Ｈ28累計�

全県市町村順位（25市町村中）16位（前月１位）↓�

飲酒運転は絶対やめましょう！ �

琴
丘
地
域

琴
丘
地
域 

６
月
６
月
21
日�

琴
丘
地
域 

６
月
21
日�

町の工事契約状況（工事名および契約額、工期）�

●八竜Ｂ＆Ｇ海洋センタープールろ過機取替工事�

　工藤電気工事（株）�

　6,156,000円　　5/11～6/30�

●交通安全施設（区画線）整備工事�

　平野塗装工業(株)�

　4,968,000円　　5/17～7/29
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●
講
　
師
　
　
Ｅ
Ｍ
生
活
ク
ラ
ブ
会
員�

�

●
定
　
員
　
　
30
名
（
先
着
申
込
順
）�

�

●
申
込
締
切
　
６
月
８
日�

�

●
持
ち
物
　
　
調
理
用
エ
プ
ロ
ン�

　
　
　
　
　
　
堆
肥
づ
く
り
用
の
生
ご
み�

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
皆
様
の
申
請

に
よ
り
交
付
さ
れ
ま
す
。
交
付
準
備
が
で

き
ま
し
た
ら
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・

電
子
証
明
書
発
行
通
知
書
　

兼
　

照
会
書
」

（
交
付
通
知
書
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。 �

交
付
に
必
要
な
書
類 �

◎
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明
書

発
行
通
知
書 

兼 

照
会
書 �

◎
通
知
カ
ー
ド�

◎
本
人
確
認
書
類 �

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障

が
い
者
手
帳
、
在
留
カ
ー
ド
等
の
う
ち

１
点
（
代
理
人
の
場
合
は
代
理
人
の
確

認
書
類
も
含
む
） �

※
こ
れ
ら
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
健
康

保
険
証
、
年
金
手
帳
、
社
員
証
、
学
生

証
、
学
校
名
が
記
載
さ
れ
た
各
種
書
類
、

預
金
通
帳
、
医
療
受
給
者
証
、
介
護
保

険
者
証
等
の
う
ち
２
点�

◎
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
所
有
し
て
い

る
方
の
み
） �

交
付
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に

あ
ら
か
じ
め
暗
証
番
号
を
お
決
め

く
だ
さ
い �

〇
カ
ー
ド
内
共
通
暗
証
番
号�

　
４
桁
の
数
字 �

〇
署
名
用
電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号�

　
６
〜
16
桁
の
英
語
大
文
字
と
数
字 �

　
※
参
考
　
Ａ
Ｂ
１
２
３
４ �

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
民
生
活
課
　
町
民
係�

　
８
５
‐
４
８
２
５�

◎
町
県
民
税
（
第
１
期
）�

６
月
30
日
が
納
期
限
で
す�

　
☆
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
！�

　
※
口
座
振
替
の
方
は
残
高
確
認
を�

　
　
お
願
い
し
ま
す
。�

　
役
場
各
納
付
窓
口
、
町
内
各
金
融

機
関
、
Ｊ
Ａ
、
期
限
内
で
あ
れ
ば
郵

便
局
及
び
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

も
利
用
で
き
ま
す
。�

◎
自
動
車
税
の
納
期
限
は�

　
　
６
月
30
日
で
す�

�

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
４
月
１
日
以
降
に

移
転
登
録
（
転
売
等
）
し
た
と
き
で
も
４

月
１
日
現
在
の
所
有
者
が
全
額
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
ま
た
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
期
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所
納
税
部�

　
収
納
管
理
課�

　
０
１
８
‐
８
６
０
‐
３
３
３
１�

Ｅ
Ｍ
生
ご
み

Ｅ
Ｍ
生
ご
み�

　
堆
肥
づ
く
り
講
座

　
堆
肥
づ
く
り
講
座�
Ｅ
Ｍ
生
ご
み�

　
堆
肥
づ
く
り
講
座�

　
町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
て
お
り
、
Ｅ
Ｍ
生
ご
み
処

理
バ
ケ
ツ
に
よ
る
堆
肥
化
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。�

　
講
座
で
は
、
Ｅ
Ｍ
に
よ
り
生
ご
み
を
発
酵
さ
せ
堆
肥
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。
参
加
費
無
料
、
Ｅ
Ｍ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
わ
か
り

や
す
く
指
導
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

参加費�

無　料�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド�

の
交
付
に
つ
い
て�

マイナンバー�

納
期
限
の
お
知
ら
せ�

総
合
県
税
事
務
所
か
ら
の�

お
知
ら
せ�

18 入�

※すでにゴミ処
理バケツ所持の

方、前回、受講
�

された方は申込
みできませんの

で了解願います
。�

講座を全時間講座を全時間�

受講された方に
は、

受講された方に
は、�

自宅で簡単に生
ごみの処理がで

きる
自宅で簡単に生

ごみの処理がで
きる�

EMEM生ごみ処理バ
ケツ生ごみ処理バケ
ツ2個�

を差し上げます
。

を差し上げます
。�

講座を全時間講座を全時間�

受講された方に
は、

受講された方に
は、�

自宅で簡単に生
ごみの処理がで

きる
自宅で簡単に生

ごみの処理がで
きる�

EMEM生ごみ処理バ
ケツ生ごみ処理バケ
ツ2個�

を差し上げます
。

を差し上げます
。�

講座を全時間�

受講された方に
は、�

自宅で簡単に生
ごみの処理がで

きる�

EM生ごみ処理バ
ケツ2個�

を差し上げます
。�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
民
生
活
課
　
環
境
衛
生
係�

　
　
　
　
　
８
５
‐
４
８
２
４�

●と　き�
　６月18日（土）　13時～15時�
�
●ところ�
　みたね鯉川地区交流センター�
　（旧　鯉川小学校）�
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飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。�

　
飼
い
犬
は「
生
涯
に
１
度
の
登
録
」

と「
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
」

が
法
律
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
　�

　
大
切
な
家
族
の
一
員
と
し
て
、
き

ち
ん
と
登
録
し
、
狂
犬
病
予
防
を
行

い
ま
し
ょ
う
。�

�

登
録
・
予
防
注
射
の
手
数
料�

�

○
登

録

料
　
３
０
０
０
円�

　
　
　
　
　
　
　
　（
生
涯
に
１
度
）�

○
予
防
注
射
　
３
２
５
０
円�

　
　
　
　
　
　
　
　（
年
１
回
）�

※
愛
犬
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
当�

　
日
持
参
く
だ
さ
い
。�

登
録
手
続
き
が
必
要
な
場
合�

�

○
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
と
き�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
規
登
録
）�

○
飼
い
犬
が
登
録
後
に
死
亡
し
た
と
き�

○
飼
い
犬
の
所
在
地
が
登
録
後
に
変�

　
わ
っ
た
と
き�

○
飼
い
犬
の
所
有
者
の
住
所
が
登
録�

　
後
に
変
わ
っ
た
と
き�

�

◆
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
民
生
活
課
　
環
境
衛
生
係
　�

　
８
５
‐
４
８
２
４�

　
山
本
総
合
支
所
　
地
域
生
活
係�

　
８
３
‐
２
１
１
５�

　
琴
丘
総
合
支
所
　
地
域
生
活
係�

　
８
７
‐
３
５
１
６�

犬の登録と�
狂犬病�
予防注射�

琴丘総合支所前�

鹿中児童館前�

旧琴丘公民館前�

山谷集会所前�

牡丹児童館前�

泉沢集会所前�

新屋敷消防車庫前�

深浜集会所前�

高屋敷ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ前�

中羽根地区入口�

中沢集会所前�

館村集会所前�

鯉川郵便局前�

天瀬川　三叉路�

内鯉川５叉路�

川代促進センター�

種沢　三叉路�

市野地区入口�

小谷沢集会所前�

入通　バス停前�

増浦児童館前�

カイラゲ渕集落中心部�

上砂子沢集会所前�

二本杉自治会館前�

上岩川生活改善センター前�

勝平集会所前�

羽立集会所前�

旧小新沢バス停前�

県道沿い　猿田ごみステーション前�

　9：30～10：10�

10：15～10：40�

10：45～11：15�

11：20～11：35�

　1：30～　1：45�

　1：50～　2：00�

　2：05～　2：20�

　2：25～　2：55�

　3：00～　3：10�

　3：15～　3：20�

　3：25～　3：35�

　3：40～　3：50�

　9：30～　9：50�

　9：55～10：10�

10：15～10：30�

10：35～10：45�

10：50～11：00�

11：05～11：15�

11：20～11：30�

　1：30～　1：35�

　1：40～　1：45�

　1：50～　2：00�

　2：05～　2：15�

　2：20～　2：30�

　2：35～　2：50�

　2：55～　3：05�

　3：10～　3：15�

　3：20～　3：25�

　3：35～　3：45

午前�

午後�

6月19日（日）�

午前�

午後�

6月26日（日）�

琴　　丘　　地　　域�

安戸六公民館前�

川尻　旧鈴木商店前�

久米岡公民館前�

富岡公民館前�

鵜の巣センター前�

十八坂むらの生活館前�

飯塚　大山家前�

萱刈沢公民館前�

追泊公民館前�

大谷地公民館前�

芦崎　旧JA芦崎支店前�

大口公民館前�

浜田地区館前�

釜谷公民館前�

鵜川地区館前�

大曲コミュニティセンター前�

　9：00～　9：10�

　9：15～　9：35�

　9：45～10：00�

10：10～10：25�

10：40～10：50�

10：55～11：05�

11：10～11：20�

11：35～11：50�

　9：00～　9：15�

　9：20～　9：35�

　9：40～10：00�

10：10～10：40�

10：50～11：30�

　1：15～　1：40�

　1：50～　2：20�

　2：30～　3：00

午前�

午後�

午前�

6月5日（日）�

6月12日（日）�

八　　竜　　地　　域�

増沢センター前�

向達子児童館前�

達子センター前�

谷地の沢　橋の付近�

長面　近藤畳店前�

小町　生活改善センター前�

蛭沢集会所前�

牛沢　北林久夫さん宅前�

豊岡　三蔵商店前�

金陵の館前�

志戸橋ゲートボール場前�

割道　児童館前�

北金岡駅前�

中嶋ふれあいセンター前�

藤木台消防車庫前�

外岡児童館前�

羽立　佐々木武さん宅前�

JA秋田やまもと山本支店前�

大町　若狭治徳さん宅前�

森岳小学校前�

能代警察署山本駐在所前�

寒城　畠山雄一さん宅前�

二ツ森　小林商店前�

昼寝　関卯一郎さん宅前�

泉八日　池内商店前�

槻田　板倉衛生センター宅前�

木戸沢　琴丘ハイヤー前�

森岳温泉病院前�

石倉山公園管理棟前�

飛塚中央会館前�

和田　旧消防車庫前�

　9：30～　9：40�

　9：45～　9：55�

10：00～10：10�

10：15～10：25�

10：40～10：50�

11：00～11：05�

11：15～11：20�

11：30～11：40�

　1：15～　1：30�

　1：40～　2：00�

　2：10～　2：15�

　2：20～　2：30�

　2：35～　2：45�

　2：50～　3：00�

　3：10～　3：20�

　3：30～　3：40�

　3：50～　4：10�

　9：00～　9：15�

　9：20～　9：30�

　9：35～　9：50�

　9：55～10：05�

10：15～10：20�

10：30～10：40�

10：55～11：05�

11：10～11：20�

11：25～11：30�

　1：30～　1：40�

　1：45～　1：55�

　2：00～　2：10�

　2：20～　2：30�

　2：35～　2：40

午前�

午後�

午後�

午前�

6月11日（土）�

6月18日（土）�

山　　本　　地　　域�

※最近、飼い犬を登録しない方が�
　　増えています。 �
　外に出さず、室内で飼われる方も、�
　必ず登録するようお願いします。�

実施の�
お知らせ�
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家
庭
ご
み
は
各
地
域
の
ご
み
ス
テ
ー�

シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
ま
す
が
、
指
定
の
収

集
日
に
違
う
も
の
を
出
し
た
り
、
分
別

を
き
ち
ん
と
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
ご

み
を
出
す
時
間
を
守
ら
ず
に
出
し
た
り
、

町
で
収
集
し
な
い
も
の
を
出
し
た
り
す

る
と
、
そ
の
ま
ま
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
残
り
、
近
隣
の
方
が
た
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
、
衛
生
上
も
見
た
目

も
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
次
の
基
本
的�

な
ル
ー
ル
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。�

ま
た
、
地
域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

利
用
す
る
方
が
た
が
協
力
し
て
キ
レ
イ

に
し
ま
し
ょ
う
。�

●
収
集
日�

　
指
定
の
収
集
日
に
指
定
の
ご
み
を
出�

し
て
く
だ
さ
い
。
祝
祭
日
も
収
集
し
ま�

す
。�

※
指
定
の
収
集
日
に
違
う
ご
み
が
出
さ

れ
て
い
る
場
合
は
収
集
し
ま
せ
ん
。�

●
時
　
間�

　
収
集
日
の
当
日
に
午
前
８
時
ま
で
に�

出
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
前
日
の
夜
に
出
し
た
り
、
時
間
後
に

出
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

●
記
　
名�

　
指
定
の
ご
み
袋
を
出
す
時
は
、
必
ず�

名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。�

※
名
前
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
は
収

集
し
ま
せ
ん
。�

●
分
　
別�

　
指
定
の
ご
み
袋
に
指
定
の
ご
み
を
入�

れ
て
く
だ
さ
い
。�

※
指
定
の
ご
み
袋
と
入
れ
る
ご
み
が
違

っ
て
い
た
り
、
処
理
の
仕
方
が
異
な

る
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
場
合
は
収

集
し
ま
せ
ん
。�

●
収
集
不
可
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
と
き�

　
分
別
が
わ
る
い
、
名
前
を
書
い
て
い�

な
い
、
指
定
さ
れ
た
袋
以
外
を
使
用
し�

て
い
る
、
指
定
の
収
集
日
以
外
に
出
し�

て
い
る
等
の
理
由
か
ら
、
シ
ー
ル
が
貼�

ら
れ
て
残
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
ま
ま�

放
置
し
な
い
で
一
度
持
ち
帰
り
、
理
由�

を
確
認
の
う
え
次
回
の
収
集
日
に
出
し�

て
く
だ
さ
い
。�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
民
生
活
課
　
環
境
衛
生
係�

　
　
　
　
　
　
８
５
‐
４
８
２
４�

　
山
本
総
合
支
所
　
地
域
生
活
係�

　
　
　
　
　
　
８
３
‐
２
１
１
５�

　
琴
丘
総
合
支
所
　
地
域
生
活
係�

　
　
　
　
　
　
８
７
‐
３
５
１
６�

ごみ袋の口は、十字に結んでくださいごみ袋の口は、十字に結んでください�ごみ袋の口は、十字に結んでください�

ご
み
を
出
す
時
の
ル
ー
ル�

袋いっぱいまで�

詰め込まず、ご�

みが多い場合は�

別の袋に入れて�

ください。�

最後に耳の部分を結ぶ�

収集業者が持ち運びしやすいよう、�

ご協力をお願いします。�

はじめに脇の�

部分を結ぶ�
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第24回参議院議員通常選挙のお知らせ�
（選挙区選出議員選挙・比例代表選出議員選挙）�

任期満了に伴う参議院議員通常選挙が、近く執行されます。�

投票所入場券は、公示日までに届くよう発送する予定です。�

また、期日前投票は、公示日の翌日から選挙期日（投票日）の前日まで行われます。�

投票日に、次の理由などで投票所に行くことができない場合には、期日前投票ができます。�

・投票日に仕事や冠婚葬祭などの予定がある。�

・レジャーや買い物などの用事で、投票日に投票区域内にいない。�

八竜農村環境改善センター�

琴丘地域拠点センター（総合支所）�

山本総合支所�

＊参議院議員通常選挙と衆議院議員総選挙の同日選挙となった場合も、開設期間は同じとします。�

・・・・・・・・�

・・・・�

公示日の翌日から投票日前日まで�

投票日８日前の土曜日から投票日前日まで（８日間）�

●期日前投票所と開設期間�

＊ 「公示」とは、選挙期日（投票日）を公に告知することをいい、参議院議員通常選挙の場合は、選挙期日の１７日前までに�

　行われます。�

期日前投票所の開設予定について�

投票所入場券について�

　公示日までに、有権者１人につき、ハガキ１枚が届きます。配達の都合で、近隣や同一世帯であっても日にちが

ずれて届くこともありますので、ご了承ください。�

　入場券が届かなかったり、紛失した場合でも、選挙権があれば投票できます。本人であることが確認できるもの

（運転免許証、健康保険証、マイナンバーカードなど）を持参し、投票所の職員に申し出てください。�
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不在者投票について　＊手続は、選挙管理委員会におたずねください�

●滞在地における不在者投票�

　長期出張などで、他の市町村に滞在している方は、滞在先の選挙管理委員会で不在者投票ができます。�

�
●指定施設での不在者投票�

　不在者投票ができる施設として県選挙管理委員会から指定されている病院や老人ホームなどに入院・入所している

場合は、施設に申し出れば指定場所で不在者投票ができます。�

�
●お体に障がいを持つ方は郵便による不在者投票ができます�

　身体障害者手帳（一定の障がい）や戦傷病者手帳（一定の障がい）や介護保険の被保険者証（要介護５）をお持ち

で投票所に行けない方は、自宅などで投票用紙に記載し、郵便により選挙管理委員会に送付して投票する制度があり

ます。�

今回の選挙から選挙制度が変わります！�

●選挙権年齢が満18歳以上に引き下げられます！�

　公職選挙法の改正により、今回の参議院議員通常選挙から選挙権年齢が「満

２０歳以上」から「満１８歳以上」に引き下げられます。�

　今後は、年齢満１８歳以上満２０歳未満の方が、新たに国、県、町の選挙に

参加（投票）できることになります。�

　新有権者のみなさん、政治や選挙に関心を持ち、大切な一票を投じましょう。�

●住所移転に伴う「投票権の空白」が解消されます！�

　進学や就職などで転出先の市町村に住んでいる期間が３カ月未満で投票できない場合（転出先の選挙人名簿に登録

されない場合）、転出前の旧住所地で３カ月以上の住民登録があるなどの要件を満たしていれば、転出後４カ月以内

は旧住所地での投票が認められます（旧住所地の選挙人名簿に登録されます）。�

　ただし、転出後４カ月を経過すると、旧住所地の選挙人名簿から抹消されますので、進学や就職等により引っ越し

をした場合には、早めに住民票異動の届出をしましょう。�

＊町の選挙（町長選挙・町議会議員選挙）においては、従来同様、他市町村へ転出した場合は投票できません。�

「満１８歳以上」�選挙期日（投票日）現在の年齢で１８歳以上となります。なお年齢は、誕生日当日ではなく、誕生日の

前日に加齢します。�

（例）選挙期日が７月１０日の場合⇒平成１０年７月１１日生まれの方までが投票できます。�

　広報６月号の編集時点では、選挙期日及び公示日が正式決定されておりませんでしたので、投票日当日の投票所、投票時

間については、投票所入場券でご確認くださるようお願いします。�

　また、広報７月号でもお知らせします。�

◆問い合わせ先　三種町選挙管理委員会　ＴＥＬ７４－６４２２�
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介護給付費通知書の送付について�

◆「介護給付費通知書」に記載されている項目�

【参考例】�

　「介護給付費通知書」は、介護（予防）サービスの利用状況を定期的にお知らせする通知で、サービス内

容や回数などを、サービス利用票や領収書で確認していただく目的でお送りします。�

　通知書の送付は、年２回（６月・12月）を予定しており、初回（平成27年10月サービス分～平成28年３

月サービス分）は６月上旬の発送予定です。�

サービス�月 �サービス事業�所 �サービス種類／略称� サービス�
日数/回数�

利用者負担額�
合計額(円)�

サービス費用�
合計額(円)�

2,000�

�

2,000�

4,535�

4,860�

5,021�

14,416�

1,660�

10,438�

�

12,098�

38,034�

19,500�

57,534

20,000�

13,000�

33,000�

45,350�

14,880�

50,210�

110,440�

16,600�

104,380�

13,000�

133,980�

380,340�

41,400�

421,740

2�護�介�問�訪�○�○�所�業�事�護�介�問�訪�平成○年○月�

平成○年○月�

平成○年○月�

平成○年○月�

援�支�護�介�宅�居�所�業�事�援�支�護�介�宅�居�○�○�

計�合�

6�護�介�活�生�所�入�期�短�○�○�イ�テ�ス�ト�ー�ョ�シ�

護�介�者�所�入�定�特�○�○�イ�テ�ス�ト�ー�ョ�シ�

小規模多機能型居宅介護事業所○�○ �小規模多機能型居宅介�護 �13

計�合�　�

30与�貸�具�用�祉�福�○�○�ル�タ�ン�レ�具�用�祉�福�

8�護�看�問�訪�○�○�ン�ョ�シ�ー�テ�ス�護�看�問�訪�

援�支�護�介�宅�居�所�業�事�援�支�護�介�宅�居�○�○�

計�合�

30設�施�療�医�護�介�○�○�設�施�療�医�型�養�療�護�介�

護�介�者�所�入�定�特�○�○�設�施�療�医�型�養�療�護�介�

計�合�

お手持ちのサービス利用票や領収書と比較し、記載内容を確認して下さい�。�疑義があれば問い合わせ先にご連絡下さい。�

このお知らせは、サービス利用後事業所からの請求に基づき支払が行われた分について作成しています。�

保険対象外サービス分に対する支払は含まれません。�

氏�名 �三種　太郎�介護給付費のお知らせ�被保険者番�号 �0000000001�

あなたの平成○年○月～平成○年○月における介護給付費をお知らせします。�

〒� �０１８－２４０�１�

秋田県山本郡三種町鵜川字〇〇〇〇�〇�

　三種　太郎　　�様�

内　線　１６３・１６４�

郵�便�

料金後�納�

ご案内は内側にあります。裏面よりはがしてご覧ください�。�

電　話　０１８５（８５）２２４７�

三種町役場　福祉課　介護支援係�

(�

三種町鵜川字岩谷子�８�

〒　０１８－２４０�１�

八竜�局�

郵� �便� �は� �が� �き�

1 �枚目�中 �1 �枚目�

00000�1 �)�

親� �展�

介護給付費のお知ら�せ�

この通知によって、支払を行う必要はありません�。�

お問い合わせ�先�

③�

①� ④� ⑤� ⑥�
②�
⑦� ⑧�

◆問い合わせ先　福祉課　介護支援係　�85－2247�

①被保険者番号�

②氏　　　名�

③サービス月�

④サービス事業所�

⑤サービス種類／略称�
�

⑥サービス日数／回数�

⑦利用者負担額合計額�

�

⑧サービス費用合計額�

介護（予防）サービスを利用された方の介護保険の被保険者番号が記載されています。�

介護（予防）サービスを利用された方の氏名が記載されています。�

介護（予防）サービスを利用した月が記載されています。�

介護（予防）サービスを実際に提供した事業所名が記載されています。�

利用した介護（予防）サービスの種類です。�

サービスの種類ごとにまとめて記載されています。�

その月に利用した介護（予防）サービスの日数又は回数が記載されています。�

介護（予防）サービスにかかった費用のうちの１割又は２割等で、利用者が事業�

所に支払われた費用の合計額が記載されています。�

利用者負担額（１割又は２割）と保険負担額（９割又は８割）の合計額等が�

記載されています。�
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　町では、これまで福祉医療費助成制度により中学生までのお子さんを対象に医療費の助成を
行ってきましたが、�

　平成28年8月1日から対象者が満18歳まで注に拡充されます。�
　(注 ) 満18歳になった日以降の最初の3月31日まで�

　受給者証が交付され、医療費の一部負担金が無料になります。�
　認定を受けるには、手続きが必要になりますので下記窓口へ申請してください。�
　　※ 現在、すでに福祉医療費受給者証をお持ちの方は、手続きの必要はありません。�

福祉医療費助成制度の拡充（8月1日から）�

三種町は独自に三種町は独自に 18歳まで助成します！�三種町は独自に 18歳まで助成します！�

対 象 者 �

手続きに持参するもの�

平成10年4月2日から平成13年4月1日生まれの子ども�

受 付 期 間 � 6月2日～6月30日�

① 三種町に在住している子ども�
※高校に在学している人に限らず、就労している人も含みます。�

② 町外に住所があるが、三種町在住の保護者に扶養されている子ども�
※ただし、加入健康保険が被用者保険本人または他市町村国保の場合は該当になりません。�

申請書（対象となる家庭へ郵送します）� 健康保険証� 印　鑑�

健康保険証� 印　鑑� 住民票� ◆申請窓口・問い合わせ先�

健康推進課　長寿医療係 　85-4834�
山本総合支所　地域生活係 　83-2115�
琴丘総合支所　地域生活係 　87-3516

家
族
介
護
用
品
・
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
�

事
業
の
お
知
ら
せ
�

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
る
家
族
を
応
援
し
ま
す
！
�

　
在
宅
で
介
護
を
行
っ
て
い
る
家
族
に
対
し
、
お
む
つ
な
ど
の
必
要
な

介
護
用
品
を
支
給
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
介
護
す
る
人
・
さ
れ
る
人
の
経
済
的
・
精
神
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。�

　
◆
事
業
内
容
�

�
【
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
】�

�●
介
護
用
品（
紙
お
む
つ
、尿
と
り
パ
ッ

ド
、使
い
捨
て
手
袋
等
）を
支
給
�

�●
１
か
月
当
た
り
の
支
給
相
当
額
�

　
要
介
護
度
３
 
 
 
 
５
０
０
０
円
�

　
要
介
護
度
４
・
５
 
 
６
２
５
０
円
�

�　
☆
現
物
を
宅
配
に
よ
り
お
届
け
し
ま

す
。（
一
回
の
宅
配
は
、
概
ね
３
か
月

分
で
す
）�

�
【
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業
】�

�●
介
護
を
行
っ
て
い
る
こ
と
の
慰
労
と

し
て
�

　
年
額
10
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
�

●
対
象
者
�

　
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受
け
、

過
去
１
年
間
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
等
を
利
用
せ
ず
に
要
介
護
者
を

介
護
し
て
い
る
家
族
�

�　
◆
申
請
に
つ
い
て
�

�●
申
請
書
は
各
総
合
支
所
地
域
生
活
係
、

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。
�

�●
い
ず
れ
の
事
業
に
つ
い
て
も
町
民

税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と
、
介

護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と
等

支
給
要
件
が
あ
り
ま
す
。
�

�■
問
い
合
わ
せ
先
�

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
�

　
　
８
５
‐
4
8
3
5
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係�

関�

業�

農�じ
ゅ
ん
さ
い
摘
み
手
�

　
　
　
　
育
成
支
援
事
業
�

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
�

　
　
　
　
適
正
処
理
事
業
�

園
芸
施
設
共
済
加
入
�

　
　
　
　
　
　
促
進
事
業
�

�������

〜
じ
ゅ
ん
さ
い
農
家
で
仕
事
を
し
た
い
方�

　
　
じ
ゅ
ん
さ
い
経
営
を
目
指
し
た
い
方�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
中
〜�

�

　
町
で
は
、
じ
ゅ
ん
さ
い
摘
み
手
希
望

者
に
、
じ
ゅ
ん
さ
い
農
家
を
紹
介
す
る

研
修
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業
時

間
や
休
暇
な
ど
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ

せ
た
作
業
も
出
来
ま
す
し
、
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
受
入
も
可
能
で
す
。
是
非
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

�

●
５
月
現
在
の
受
入
農
家
登
録
状
況�

　
受
入
登
録
農
家
数
　
　
13
農
家�

　
摘
み
手
希
望
人
数
　
　
34
名�

�

●
申
し
込
み
方
法�

　
農
林
課
又
は
総
合
支
所
地
域
振
興
係

で
認
印
持
参
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。�

�

●
研
修
奨
励
金�

　
次
の
要
件
を
満
た
す
方
に
研
修
奨

励
金
３
万
７
５
０
０
円
（
１
回

限
り
）
を
支
給
し
ま
す
。�

�

●
要
件�

・
三
種
町
に
住
所
を
有
す
る
方�

����

・
研
修
開
始
時
の
年
齢
が
70
歳
以
下
の

方
　�

・
６
月
ま
で
に
研
修
を
開
始
し
20
日
以

上
か
つ
１
６
０
時
間
以
上
の
研
修
を

行
っ
た
方�

　�

�����

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
農
林
課
　
農
政
係�　

８
５
‐
４
８
２
６�

����

〜
農
業
資
材
処
分
料
を
支
援�

　
　
　（
処
理
料
の
三
分
の
一
助
成
）〜�

�

●
支
援
内
容�

・
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
料

に
対
し
て
３
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。�

※
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ビ
ニ
ー

ル
類
（
ハ
ウ
ス
用
、
ト
ン
ネ
ル
用
、

マ
ル
チ
な
ど
）
及
び
農
薬
空
容
器
、

肥
料
袋
、
水
稲
育
苗
箱�

�

●
対
象
農
家�

　
・
三
種
町
に
住
所
を
有
す
る
農
家�

●
申
請
手
続�

・
Ｊ
Ａ
通
帳
を
お
持
ち
の
方
は
特
に
手

続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ

で
手
続
き
を
行
い
ま
す
。�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
農
林
課
　
農
政
係�　

８
５
‐
４
８
２
６�

�� ��

〜
突
然
の
災
害
に
備
え
た
共
済
加
入
を

支
援
（
掛
金
の
三
分
の
一
助
成
）
〜�

�

●
支
援
内
容�

・
園
芸
施
設
共
済
（
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
）

の
加
入
掛
金
に
対
し
て
３
分
の
１
を

助
成
し
ま
す
。�

※
園
芸
施
設
共
済
の
加
入
手
続
き
は
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
本
支
所
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。�

�

●
対
象
農
家�

・
三
種
町
に
住
所
を
有
す
る
農
家�

�

●
申
請
手
続�

・
Ｊ
Ａ
通
帳
を
お
持
ち
の
方
は
特
に
手�

　
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ�

　
で
手
続
き
を
行
い
ま
す
。�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
農
林
課
　
農
政
係�　

８
５
‐
４
８
２
６�

※手続方法は　�
　申し込み後に�
　ご案内します。�
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����【
伐
倒
駆
除
】�

●
実
施
期
間
　
５
月
下
旬
〜
６
月
下
旬
�

�●
実
施
地
域
�

　
八
竜
地
区
海
岸
部
の
山
林
一
帯
�

　
　
　
　
　
（
浜
田
か
ら
芦
崎
方
面
）
�

�●
処
理
方
法
�

　
チ
ッ
プ
工
場
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
�

　
へ
搬
出
し
処
理
し
ま
す
。
�

�【薬
剤
散
布
】�

●
実
施
期
間
　
６
月
中
旬
〜
７
月
上
旬
�

�●
実
施
地
域
　
　
�

　
八
竜
地
区
海
岸
部
の
山
林
�

　
　
　
　
　
�

������※
伐
倒
駆
除
・
薬
剤
散
布
作
業
中
は
、
�

　
掲
示
板
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
�

　
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

�◆
問
い
合
わ
せ
先
�

　
農
林
課
林
務
係
　
８
５
‐
４
８
２
７
�

　
山
本
地
域
振
興
局
 森
づ
く
り
推
進
課
�

５
２
‐
２
１
８
１
�

���

　
農
業
集
落
排
水
下
岩
川
処
理
場
で
は
、

し
尿
を
処
理
す
る
工
程
で
発
生
し
た
汚

泥
を
原
料
と
し
て
肥
料
を
生
産
し
て
い

ま
す
。�

�【
名
　
　
称
】　
み
た
ね
の
ゆ
う
き
く
ん�

【
種
　
　
類
】　
し
尿
汚
泥
肥
料�

【
登
録
番
号
】　
生
第
９
３
１
５
２
号�

【
登
録
年
月
日
】　
平
成
25
年
２
月
25
日�

�

　
希
望
す
る
方（
三
種
町
民
に
限
る
）�

　
に
無
料
で
お
譲
り
し
ま
す
。�

�
●
申
込
受
付
　
上
下
水
道
課�

�
●
配
布
場
所
　
農
業
集
落
排
水
下
岩
川�

　
処
理
場
　
（
下
岩
川
字
館
ノ
下
）�
�

●
配
布
日
時
　
毎
週
水
曜
日�

　
　
　
　
10
時
〜
11
時
・
14
時
〜
15
時�

�

●
配
布
量
　
１
世
帯
１
回
３
袋
ま
で�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
袋
約
15
㎏
）�

�

●
注
意
点�

・
必
ず
事
前
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ�

　
さ
い
。�

・
多
量
に
利
用
し
た
い
方
は
ご
相
談
く�

　
だ
さ
い
。�

・
肥
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。�

・
配
送
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
上
下
水
道
課
　
　
８
３
‐
２
３
３
５�

　
三
種
町
農
業
公
社
で
は
、
農
家
・
農

業
生
産
法
人
等
の
農
作
業
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
無
料
で
紹
介

す
る
職
業
紹
介
事
業
を
行
い
ま
す
。（
厚

生
労
働
大
臣
届
け
出
済
）�

���������������������

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
三
種
町
農
業
公
社�

８
５
‐
３
１
８
８�

「
み
た
ね
の
ゆ
う
き
く
ん
」�

　
無
料
配
布
の
お
知
ら
せ
�

〜
民
有
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
〜
�

松
く
い
虫
被
害
の
伐
倒
駆
除
�

　
　
薬
剤
散
布
を
行
い
ま
す
�

農業公社から　お知らせ�
農
業
ヘ
ル
パ
ー
紹
介
事
業�

〜
人
手
不
足
で
お
困
り
の
農
家
の
方�

農
家
の
手
伝
い
を
し
て
み
た
い
方
〜�

　
農
作
業
受
託
者
募
集

農
作
業
受
託
者
募
集�

　
農
作
業
を
受
託
し
て
い
た
だ
け
る
農

　
農
作
業
を
受
託
し
て
い
た
だ
け
る
農�

家
の
方
を
募
集
し
ま
す

家
の
方
を
募
集
し
ま
す
。�

・
農
業
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
方

・
農
業
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
方�

・
作
業
だ
け
請
け
お
い
た
い
方
　
な
ど

・
作
業
だ
け
請
け
お
い
た
い
方
　
な
ど�

　
農
作
業
受
託
者
募
集�

　
農
作
業
を
受
託
し
て
い
た
だ
け
る
農�

家
の
方
を
募
集
し
ま
す
。�

・
農
業
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
方�

・
作
業
だ
け
請
け
お
い
た
い
方
　
な
ど�

三種町農業公社�

（無料職業紹介所）�

求職申込� 求人申込�

紹介・斡旋�

雇用契約�
求職者�

（農業で働きたい人）�

求人者�
（農家�）�
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秋
田
県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

（
あ
き
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
条
例
）
で
、
県
民
に

広
く
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
関
心
と
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
関
す
る
活
動
へ
の
参
加
を
促

進
す
る
た
め
、
６
月
を
「
男
女
共
同
参
画
推

進
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。�

　
男
性
と
女
性
が
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域

で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を

発
揮
し
、
多
様
な
生
き
方
が
出
来
る
男
女
共

同
参
画
社
会
。
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？�

〜
地
域
の
世
話
焼
き
さ
ん
・
出
会
い
や
結
婚
を�

　
　
　
　
希
望
す
る
独
身
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
〜�

���

　
県
で
は
、
出
会
い
や
結
婚
を
希
望
す
る
独

身
の
方
々
に
「
出
会
い
・
結
婚
支
援
」
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
結
婚
サ
ポ

ー
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

●
活
動
内
容�

　
各
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
出
会

い
・
結
婚
支
援
」
活
動
を
行
い
ま
す
。�

・
出
会
い
や
結
婚
に
関
す
る
お
世
話
や
ア

ド
バ
イ
ス�

・
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
や

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
お
す
す
め
　

　
な
ど�

●
活
動
期
間�

　
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で�

　
　
　
　
　
（
今
年
度
登
録
し
た
方
）�

●
申
込
方
法�

　
「
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
応
募
用
紙
」
を
企
画

政
策
課
企
画
係
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
（
用
紙

は
役
場
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
）
。�

●
活
動
ま
で
の
流
れ�

　
町
を
通
じ
て
応
募
す
る�

　
　
　
←�

　
研
修
を
受
講
す
る�

　
　
　
←�

　
県
か
ら
身
分
証
が
交
付
さ
れ
、
活
動
開

始
！�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
企
画
政
策
課
　
企
画
係�　

８
５
‐
４
８
１
７�

����

●
目
的�

　
在
宅
の
著
し
く
重
度
の
障
が
い
者
に

対
し
て
、
そ
の
障
が
い
に
よ
っ
て
生
ず

る
特
別
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
一
助
と

し
て
手
当
を
支
給
し
ま
す
。�

�

●
支
給
条
件�

①
特
別
障
が
い
者
手
当
は
、
精
神
又
は

身
体
に
著
し
く
重
度
の
障
が
い
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
障
が

い
の
あ
る
20
歳
以
上
の
者
（
施
設
入

所
者
は
除
く
）�

②
障
が
い
児
福
祉
手
当
は
、
①
の
要
件

を
お
お
む
ね
満
た
す
20
歳
未
満
の
者

に
支
給
し
ま
す
。�

�

●
所
特
制
限�

　
受
給
資
格
者
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務

者
に
限
度
額
以
上
の
収
入
が
あ
る
と
き

は
支
給
し
ま
せ
ん
。�

�

●
申
請
等
　�

　
申
請
手
続
き
等
、
詳
し
い
こ
と
は
、

山
本
福
祉
事
務
所
ま
た
は
役
場
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
山
本
福
祉
事
務
所�　

５
５
‐
８
０
２
３�

　
福
祉
課
　
福
祉
係�　

８
５
‐
２
１
９
０�

６
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す�

　男だから、女だからで
はなく、みんなが力を出
し合い、あらゆる分野で
活躍できる環境をつくる
ことが大切なんだ。�
　自分に何ができるかは、
性別で決まることではな
く、個性や能力に合わせ
て決めることだよね。�

～結婚に関するあらゆる疑問・悩みにコーディ�

ネーターが無料でアドバイスします～�

　一般社団法人「あきた結婚支援センター」では、

結婚に悩みを抱える全ての方を対象に相談窓口を設

置しています。お気軽にご相談ください。匿名でも

受付します。�

◇例えば…�

　◎いい人にめぐり会いたいけど、どうしたら…�

　◎異性と話すのが苦手なのですが…�

　◎息子（娘）に早く結婚してほしいのですが…�

など�
【各センターの相談受付時間】�

　　　※年末年始（12/29～1/3）を除く。�

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！�

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！�

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！�

「結婚なんでも相談窓口」開設！�

●相談受付電話（各センター共通）�
　　０８００－８００－０４１３�
　E-mail : akitadeai@sukoyaka-akita.com

北センター�
（大館市字中町5）�

中央センター�
（秋田市中通6-7-36）�

南センター�
（横手市四日町6-8）�

センター�

毎　日�

毎　日�

毎　日�

受付曜日�

（月～金）13時～21時�
（土・日）　9時～18時�

9時～18時�

（月～金）13時～21時�
（土・日）　9時～18時�

受付時間�

特
別
障
が
い
者
手
当
等�

給
付
制
度
の
ご
案
内�
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◆問い合わせ先　三種消防署　救急担当� 85－3100

熱中症を予防して元気な夏を！�
消防署からのお知らせ�

夏に向けて、熱中症になる人が増えてきます。�

熱中症を知って、しっかり予防し、楽しい夏を過ごしましょう！�

熱中症とは？�

熱中症予防のポイント�

　熱中症とは、室温や気温が高い中での作業や運動により、体内の水分や塩分（ナトリウム）

などのバランスが崩れ、体温の調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体がだるい、

ひどいときにはけいれんや意識の異状など、様々な症状を起こす病気です。�

家の中でじっとしていても室温や湿度が高いために、熱中症になる場合がありますので、

注意が必要です。�

●部屋の温度をこまめにチェック！（普段過ごす部屋には温度計を置くことをお奨めします）�

●室温28℃を超えないように、エアコンや扇風機を上手に使いましょう！�

●のどが渇かなくてもこまめに水分補給をしましょう！�

●外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日よけ対策も！�

●無理をせず、適度に休憩を取りましょう！�

●日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを心がけましょう！�

熱中症の対処方法�

こんな時はためらわずに救急車を呼びましょう�

●涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、体（脇の下、太もものつけね等）を冷やして安静にしてください。�

●飲めるようであればスポーツドリンク等の水分補給を少しずつ、頻回にとらせてください。�

●自分で水が飲めなかったり、脱力や倦怠感が強く、動けない場合は、ためらわずに救急車を
呼んでください。�

●意識がない（おかしい）、全身のけいれんがあるなどの症状を発見された方は、ためらわず
に救急車を呼んでください。�
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歯
周
病
と
は
、
歯
ぐ
き
や

歯
の
根
元
に
あ
る
組
織
が
歯

垢
に
含
ま
れ
る
歯
周
病
菌
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
病
気
で

す
。
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状

が
な
い
ま
ま
進
行
し
、
気
づ

い
た
と
き
は
歯
を
支
え
て
い

る
骨
が
溶
け
始
め
て
い
た
と

い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
歯
周
病
に
よ
り
増
加
す

る
炎
症
物
質
が
体
に
入
り
込

む
こ
と
で
、
動
脈
硬
化
や
糖

尿
病
と
い
っ
た
病
気
を
ま
ね

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
�

　
予
防
に
は
、
歯
科
医
師
に

よ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ケ
ア
と
毎
日
の
セ
ル
フ
ケ
ア

の
両
方
が
大
切
で
す
。
�

　
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
、

健
康
で
楽
し
い
食
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
年
に
一
度
は
歯

周
病
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
�

●
検
診
対
象
者
�

30
歳
以
上
の
三
種
町
民
�

●
検
診
期
間
�

６
月
１
日
〜
３
月
31
日
�

●
検
診
料
金
　
無
料
�

　
※
検
診
後
の
治
療
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
等
は
、
自
己

負
担
�

●
検
診
内
容
�

口
の
中
の
健
康
状
態
を
確

認
し
ま
す
。
�

歯
の
本
数
や
歯
肉
の
状
態

等
か
ら
む
し
歯
や
歯
周
病

の
確
認
を
し
、
予
防
や
治

療
の
必
要
性
等
に
つ
い
て

指
導
を
行
い
ま
す
。
�

●
申
し
込
み
方
法
�

表
の
【
協
力
医
療
機
関
】

に
、
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
�

●
当
日
の
持
ち
物
�

健
康
保
険
証
�

た
ば
こ
の
煙
に
は
�

　
有
害
成
分
が
い
っ
ぱ
い
�

　
ニ
コ
チ
ン
、
タ
ー
ル
、
一
酸
化
炭
素

な
ど
60
種
類
以
上
の
有
害
物
質
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
�

�た
ば
こ
が
引
き
起
こ
す
病
気
�

　
が
ん
の
他
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
、

脳
梗
塞
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
、
糖
尿

病
お
よ
び
歯
周
病
な
ど
、
様
ざ
ま
な
病

気
の
発
症
に
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。�

�た
ば
こ
の
煙
は
周
囲
の
人
や
胎
児
の
健

康
に
も
害
を
及
ぼ
し
ま
す
�

　
知
ら
な
い
う
ち
に
喫
煙
者
の
煙
を
吸

わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
受
動
喫
煙
」

と
い
い
ま
す
。
た
ば
こ
の
煙
に
は
、
喫

煙
者
が
吸
い
込
む
「
主
流
煙
」
と
、
喫

煙
者
が
吐
き
出
す
「
呼
出
煙
」
、
た
ば

こ
の
先
の
部
分
か
ら
出
る
「
副
流
煙
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。�

　
副
流
煙
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
っ
て

い
な
い
た
め
有
害
物
質
が
そ
の
ま
ま
漂

う
の
で
、
主
流
煙
よ
り
も
２
〜
４
倍
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。�

　
妊
婦
さ
ん
の
喫
煙
は
低
体
重
児
の
出

産
や
早
産
、
流
産
、
死
産
、
先
天
異
常

な
ど
の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
�

間
違
っ
て
い
る
か
も
！
�

　
　
　
そ
の
受
動
喫
煙
対
策
�

�〜
喫
煙
後
15
分
間
は
、
�

　
　
　
　
呼
気
か
ら
ニ
コ
チ
ン
が
〜
�

�　
換
気
扇
の
下
は
、
煙
が
外
に
�

　
　
　
　
　
　
出
る
か
ら
大
丈
夫
！
�

�部
屋
の
中
で
煙
は
拡
散
し

有
害
物
質
は
残
り
ま
す
。�

た
ば
こ
臭
に
も
有
害
物
質

が
含
ま
て
い
ま
す
。�

　
�

　
窓
を
閉
め
て
ベ
ラ
ン
ダ
で
吸
え
ば
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
題
な
し
！
�

�た
ば
こ
の
煙
か
ら
く
る
有

害
物
質
は
、
服
や
髪
に
つ

い
て
、
部
屋
の
中
に
入
っ

て
き
ま
す
。�

�

「
禁
煙
」
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
�

　
ご
自
分
の
た
め
、
ご
家
族
の
た
め
に

も
禁
煙
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
保

険
適
用
に
な
る
禁
煙
治
療
が
で
き
る
病

院
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。�

８３－５５５５�

保健センター�

６
月
４
日
〜
10
日
は
、「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」で
す
�

定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
と
セ
ル
フ
ケ
ア
で
�

　
　
　
こ
わ
い
歯
周
病
か
ら
歯
を
守
ろ
う
�

た
ば
こ
の
害
と
健
康
に
つ
い
て
考
え
よ
う
�

５
月
31
日
〜
６
月
６
日
は
禁
煙
週
間
で
す
�

禁
煙
週
間
テ
ー
マ
�

「
２
０
２
０
年
、受
動
喫
煙
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
�

　
　
　
　
　
　
〜
た
ば
こ
の
煙
か
ら
こ
ど
も
達
を
守
ろ
う
〜
」�

◆協力医療機関�

佐藤歯科医院�

梅田歯科医院�

織田歯科医院�

みどり歯科医院�

中和歯科医院�

さとう歯科医院�

平沢歯科医院�

鈴木歯科医院�

８７－２４５３ �

５４－２８０７ �

５５－１２３８ �

５５－３２２１�

５５－０２５５ �

５５－２６３６�

５４－８１４８ �

５４－６６３０�

�

嶋田歯科医院�

愛 歯 科 医 院    �

みなみ歯科医院�

松野歯科医院�

村岡歯科医院�

森田歯科医院�

横山歯科医院�

ももデンタルクリニック�

８３－３３１８�

８９－２００５�

５２－８１１７�

５２－５５４４�

５４－２８５１�

５４－８８８０�

５２－２９３５�

８９－５５１５�

三種町�

能代市�

ストップ！�
受動喫煙�

×�×�



広報 みたね�
mitane town�

17

��自
分
を
好
き
に
な
る
�

　
人
は
自
分
の
嫌
い
な
面
や
失
敗
し
た
経

験
に
目
が
い
き
が
ち
で
す
。
こ
れ
は
悲
観

主
義
に
陥
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

自
分
を
好
き
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
と

え
１
０
０
点
満
点
で
な
く
て
も
大
丈
夫
。
�

�笑
顔
は
周
囲
に
潤
い
�

　
楽
観
主
義
は
人
と
の
関
係
の
中
で
も
育

ま
れ
ま
す
。
特
に
微
笑
み
は
相
手
に
一
瞬

で
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
人
間
関
係
に
潤
い

を
も
た
ら
し
ま
す
。
温
か
な
笑
顔
は
周
り

だ
け
で
な
く
自
分
の
心
も
明
る
く
変
え
る

不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
�

元
気
に
あ
い
さ
つ
�

　
あ
い
さ
つ
は
お
互
い
の
気
持
ち
が
通
じ

る
た
め
に
必
要
な
心
の
扉
を
開
く
効
果
が

あ
り
ま
す
。
�

　
さ
わ
や
か
で
元
気
な
あ
い
さ
つ
は
双
方

の
心
に
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
�

�雑
談
で
安
ら
ぐ
�

　
雑
談
は
「
ム
ダ
な
時
間
」
と
決
め
つ
け

て
い
ま
せ
ん
か
？
�

　
何
げ
な
い
語
ら
い
は
人
間
関
係
を
深
め

る
安
ら
ぎ
の
時
間
。
く
よ
く
よ
す
る
気
持

ち
を
吹
き
飛
ば
し
ま
す
。
家
事
や
勉
強
、

仕
事
に
追
わ
れ
て
も
、
で
き
る
だ
け
会
話

の
機
会
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。
�

感
謝
を
忘
れ
ず
�

　
感
謝
の
心
が
持
て
る
と
、
不
満
が
出
て

き
ま
せ
ん
。
周
り
の
人
の
良
い
面
に
気
づ

き
、
人
間
関
係
に
も
良
い
影
響
を
与
え
ま

す
。
心
が
広
々
と
し
て
、
物
事
の
見
方
が

前
向
き
に
な
り
楽
観
主
義
的
に
受
け
止
め

ら
れ
ま
す
。
「
あ
り
が
と
う
」
と
「
う
れ

し
い
」
を
言
葉
に
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
�

�適
度
な
休
憩
で
充
電
�

　
真
面
目
な
人
ほ
ど
休
憩
を
と
る
の
が
苦

手
。
常
に
緊
張
状
態
だ
と
、
心
も
身
体
も

も
ち
ま
せ
ん
。
適
度
に
休
み
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
充
電
し
ま
し
ょ
う
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
時
間
を
つ
く
り
、
目
の
前
の
課
題
を

一
時
的
に
忘
れ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
�

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
は
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
気
軽
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
町
で
は
平
成
27
年
5
月
1
日
か
ら
導
入
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
新
た
に
「
楽
天
主
義
の
す
す
め
」
チ
ェ
ッ
ク
モ
ー
ド
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
町
の
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

　
能
代
保
健
所
で
は
、
平
成
28
年
度
も

精
神
科
医
に
よ
る
精
神
保
健
福
祉
相
談

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
�

　
心
の
問
題
や
病
気
で
困
っ
て
い
る
ご

本
人
や
家
族
及
び
関
係
者
の
方
か
ら
の

相
談
に
精
神
科
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
能
代
保
健
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

◆
問
い
合
わ
せ
先
�

能
代
保
健
所
　
　
５
５
‐
８
０
２
３
�

こころちゃん�

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」の
�

　
　
　
　
チ
ェ
ッ
ク
モ
ー
ド
が
増
え
ま
し
た
�

平
成
28
年
度
�

平成28年度 精神福祉相談日程�

平成28年�

6月�

28日� 26日� 23日� 27日� 25日� 22日� 27日�

7月� 8月� 9月� 10月� 11月� 12月�

平成29年�

1月�

24日� 28日� 28日�

2月� 3月�

精
神
保
健
福
祉
相
談
�

パソコンからは「三種町こころの体温計」で 検索�

こころの体温計�

※参考資料　�

　三種町こころの体温計　楽観主義簡易尺度�

　　　　　　　　　　　　　　　　鈎　治雄�



◆問い合わせ先　�
　秋 田 年 金 事 務 所　　018－865－2392�
　琴丘総合支所地域生活係　　87－3516

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で�
行っています。お気軽にご相談ください。�

　公的年金の年金額は、物価・賃金の変動に応じて年度ごとに改定されることになっており、

平成28年度の改定率は、物価・賃金によるスライドは行われず、平成27年度から据え置き

となります。�

　ただし、「被用者年金一元化法」により端数処理が100円未満四捨五入から、１円未満四

捨五入に変更になったため、平成28年４月分の改定から、月額で数円の増減が生じます。�

　日本年金機構では、国民年金保険料を納期限までに納めていただけない方に対して、電話、

書面、面談により早期に納めていただくよう案内をおこなっております。�

　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに

納付が無い場合は、延滞金が課されるだけではなく、納付義務のある方（※）の財産を差し押

さえることがありますので、早めの納付をお願いします。�

　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、免除される制度や猶予される制度があり

ますので、市区役所・町村役場の国民年金窓口へご相談するようお願いします。�

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主になります。�

いつの年金支払いから適用されますか。�

改定後の年金については、平成28年６月（４月分、５月分）からのお支払いとな

ります。�

新しい年金額のお知らせは、いつ送付されますか。�

改定後の年金額は、年金額改定通知書でお知らせします。�

年金額改定通知書は、６月15日の支払いに向け、原則として、年金振込通知書と

一体となったお知らせ（ハガキ）で、６月１日以降に日本年金機構から、順次、年

金受給者に送付されます。�

�
健康推進課国保年金係　　85－2137�
山本総合支所地域生活係　　83－2115

平成28年6月� 18

平成28年４月分からの�
　　年金額の改定について�

Ｑ�

Ａ�

Ｑ�

Ａ�

〈平成28年４月分からの年金額改定に関するＱ＆Ａ〉�
�

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう�国民年金保険料は納付期限までに納めましょう�



さざなみ苑利用者用�

「いきいき入浴証」申請の受付について「いきいき入浴証」申請の受付について�「いきいき入浴証」申請の受付について�

　さざなみ苑の入浴場が廃止されたことに伴い、さざなみ苑利用者については、さざなみ苑窓

口で「いきいき入浴証」を提示していただければ300円でゆめろんの大浴場に入ることができ

るようになります（※さざなみ苑開館時間内に限る）。�

　入浴証をご希望の方は申請が必要となりますので、さざなみ苑窓口へお申し出ください。�

　なお、老人クラブなど団体利用をする場合は、代表者が「団体用入浴証」を申請してくださる

ようお願いします。�

◎入浴証を申請できる方�

�
◎申請に必要なもの

�
◎入浴証（新大浴場等）利用開始

◎入浴証を申請できる方�

　三種町に住所を有する６５歳以上の高齢者及び福祉団体�
�
◎申請に必要なもの�

　身分を証明できるもの・・・健康保険証、免許証　など�

　　　　　　　　　　　　　（氏名、生年月日、住所が確認できるもの）�
�
◎入浴証（新大浴場等）利用開始　６月９日（木）から�

・・・・ゆめろん　休業のお知らせ・・・・�
改修工事のため 6月8日まで 全館休業します。ご協力をお願いします。�

広報 みたね�
mitane town�
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平成28年6月� 20

クアオアオルトコース認定記念ス認定記念�
　ウ　ウオーキオーキング参加者募集グ参加者募集�

クアオアオルトコース認定記念ス認定記念�
　ウ　ウオーキオーキング参加者募集グ参加者募集�
クアオルトコース認定記念�
　ウオーキング参加者募集�

申
込
み
方
法
�

三種町役場企画政策課クアオルト推進室（　85－4822）へ�

直接電話にてお申込みください。�

参加記念品：町内温泉施設の入浴券�

当日は、水筒や汗拭きタオルなど持参してください。�

（雨天時は雨具も必要です）�

申込み期限  平成２８年６月２０日（月）まで�

　平成28年6月26日（日）午前10時（午前9時30分から
受付開始）より、ことおか中央公園多目的広場において『琴丘クアの古

道コース』と『森岳温泉石倉山コース』の2コースが日本クアオルト研究

機構により正式なコースとして認定される記念式典が行われます。�

　そこで、記念行事として正式に認定されたコースをウオーキングす

る一般参加者を次のとおり募集いたします。�

　なお、参加者には記念品として町内温泉施設の入浴券を贈呈いた

しますので、この機会にぜひクアオルト健康ウオーキングを体験して

ください。�

場　　所：ことおか中央公園（スカルパ）�
　　　　　多目的広場�
　　　　　※認定記念式典終了後、ウオーキング�
　　　　　　を行います。�
募集範囲：クアオルト健康ウオーキング�
　　　　　に関心のある三種町在住者�
募集人数：20名程度�

クアオルト健康ウオーキングのキーワード�
　クアオルト健康ウオーキングには２つのキーワードがあります。

①「冷たくさらさら」、そして②「がんばらない」です。�

　今月は、ウオーキング中にガイドからも説明があるキーワードをご紹介します。�

①「冷たくさらさら」�

　「やや冷える」感覚でウオーキングします。�
体表面温度を２℃ほど下げる状態です。暑
さを感じたら、上着を１枚脱ぐ。首回りを
開ける。帽子をとるなどして冷たくさらさ
らな状態を保ちましょう。�

�
体表面を冷たくさらさらにすることで皮膚
の毛細血管が収縮�
�
体表面の血液が筋肉へ移動�
�
酸素と栄養が行き届いて筋力増強の効果が
あります。�

�
※服装は薄手のものを重ね着し、暑くなったら１枚脱ぐ、
帽子をとるなどしましょう。�

②「がんばらない」�

クアオルトの�
ウオーキングは散歩と�

どう違うの？�

自分にあったペースでウオーキングします。�
1分間の心拍数を確認し、目安にしてペースを
調整しましょう。�
�
あまり運動をしない人「160 － 年齢」�
日頃運動をしている人「180 － 年齢」�

※血液降下剤を服用している人は、心拍数の目安を、
160―年齢の80～90％に減じましょう。�
�
コース内の心拍数計測ポイントで、手首等の脈
拍で計測しましょう。�

�
15秒間計測し、4倍した数を確認�
目安の心拍数とくらべ、�
多　い⇒ 歩くスピードをゆっくりにしましょう�
少ない⇒ 歩くスピードをあげましょう�

話しながら歩く、腕の振りを大き
くして歩くなどしましょう。�無理のないウオーキング�

だから続けられます。�
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想�
『
三
種
町
沖
に
熱
視
線
？
』
�

町
長
�

三

浦

正

隆

�

　
爽
や
か
な
６
月
は
一
年
の
中
で
一
番

好
き
な
季
節
で
す
。
今
回
は
三
種
町
沖

が
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
で
大
変
注
目

を
浴
び
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。
�

　
昨
年
12
月
、
い
わ
ゆ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で

２
０
２
０
年
か
ら
の
実
施
を
目
指
す
地

球
温
暖
化
対
策
の
新
た
な
枠
組
み
で
あ

る
「
パ
リ
協
定
」
を
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
21
世
紀
後
半
に
世
界
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
実
質
的
に
ゼ
ロ
に

す
る
の
を
目
指
す
も
の
で
、
こ
れ
に
よ

り
日
本
は
２
０
３
０
年
の
温
室
ガ
ス
を

２
０
１
３
年
比
で
26
％
削
減
す
る
た
め

の
目
標
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
�

　
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待
は
今
後
も
続
く

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
�

　
３
月
に
大
手
建
設
会
社
の
大
林
組
が

男
鹿
市
か
ら
三
種
町
、
能
代
市
の
沖
合

水
深
30
㍍
以
内
の
洋
上
で
５
０
０
０
kw

級
の
風
力
発
電
機
を
91
基
、
総
事
業
費

２
５
０
０
億
の
洋
上
風
力
の
計
画
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
世
界
有
数
の
洋
上

風
力
発
電
所
が
本
町
沖
合
に
出
現
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
�

　
さ
ら
に
、
月
刊
「
毎
日
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

５
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
、

国
内
で
二
酸
化
炭
素
の
地
下
貯
留
に
適

し
て
い
る
海
底
地
層
内
の
帯
水
層
を
絞

り
込
む
作
業
が
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

全
国
で
有
望
視
さ
れ
て
い
る
17
区
域
、

23
地
点
の
中
か
ら
２
０
２
１
年
度
ま
で

に
３
カ
所
程
度
を
決
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
ど
う
や
ら
本

町
沖
も
そ
の
候
補
地
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
�

　
国
内
で
は
目
下
、
苫
小
牧
市
で
Ｃ
Ｃ

Ｓ
（
二
酸
化
炭
素
回
収
・
貯
留
）
の

大
規
模
実
証
試
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｃ
Ｓ
と
は
「
二
酸
化
炭
素
回
収
・
貯

留
」
技
術
の
こ
と
で
、C

a
rb
o
n
 

d
io
x
id
e
 C
a
p
tu
re
 a
n
d
 S
to
ra
g
e

の

頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
技

術
に
よ
り
CO2
排
出
削
減
に
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
世
界

的
に
は
２
０
５
０
年
に
お
け
る
CO2
削
減

量
の
17
％
を
担
う（
70
億
㌧
／
年
）と
の

期
待
も
あ
り
ま
す
。
�

　
苫
小
牧
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ
大
規
模
実
証

試
験
は
年
間
約
10
万
㌧
の
CO2
を
地
下

１
０
０
０
ｍ
の
深
さ
の
帯
水
層
へ
圧
入

し
、
回
収
か
ら
貯
留
ま
で
、
実
用
化
に

対
応
し
た
レ
ベ
ル
で
安
全
に
Ｃ
Ｃ
Ｓ
が

実
施
で
き
る
こ
と
な
ど
を
実
証
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
�

　
試
験
区
域
は
苫
小
牧
港
西
港
区
の
沿

岸
部
で
、
試
験
期
間
は
試
験
準
備
業
務

を
含
め
２
０
１
２
年
度
か
ら
２
０
２
０

年
度
ま
で
の
９
年
間
。
CO2
圧
入
は
２
０

１
６
年
度
か
ら
２
０
１
８
年
度
ま
で
行

う
予
定
で
、
今
年
４
月
か
ら
実
際
に
圧

入
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
は
、
圧
入
前
・
圧
入
中
・
圧
入
後
の

デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
２
０
１
５
年
度

か
ら
２
０
２
０
年
度
ま
で
が
計
画
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
�

　
た
だ
、
将
来
的
に
国
内
で
Ｃ
Ｃ
Ｓ
 

を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
技
術
シ

ス
テ
ム
の
実
証
と
、
国
民
に
Ｃ
Ｃ
Ｓ
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
、

ま
た
、
地
震
国
で
あ
る
日
本
で
安
全
・

安
定
に
CO2
を
貯
留
で
き
る
こ
と
を
示
す

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
�

　
こ
の
よ
う
に
Ｃ
Ｃ
Ｓ
に
つ
い
て
は
ま

だ
ま
だ
不
確
定
要
素
は
あ
る
も
の
の
、

仮
に
最
終
候
補
地
と
な
れ
ば
CO2
削
減
と

い
う
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
町
沖

で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
国
内
的
に

も
大
い
に
注
目
さ
れ
ま
す
。
�

　
み
な
さ
ん
、
今
月
も
体
調
管
理
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
お
過
ご
し
下
さ

い
。
�

釜谷浜の風力発電施設�

苫小牧市のCCS大規模実証試験施設�
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５
月
８
日
、
琴
丘
地
域
拠
点

セ
ン
タ
ー
特
設
会
場
で
「
琴
丘

こ
ど
も
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
�

　
住
民
有
志
が
中
心
と
な
っ
て

つ
く
る
実
行
委
員
会
（
畠
山
慶

太
委
員
長
）
が
町
の
新
・
元
気

づ
く
り
支
援
事
業
を
活
用
し
開

催
。
３
回
目
の
開
催
と
な
る
今

年
は
、
大
き
な
エ
ア
遊
具
や
射
 

的
、
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
子
ど

も
が
喜
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
が

用
意
さ
れ
た
ほ
か
、
母
の
日
に

ち
な
ん
だ
ミ
ニ
ブ
ー
ケ
コ
ー
ナ

ー
で
は
子
ど
も
達
が
思
い
お
も

い
に
作
っ
た
ブ
ー
ケ
を
母
親
に

手
渡
し
ま
し
た
。
�

　
そ
の
他
、
恒
例
と
な
っ
た
琴

丘
横
断
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
や
じ

ゅ
ん
さ
い
汁
ふ
る
ま
い
等
、
実

行
委
員
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
内

容
で
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
訪
れ

た
子
ど
も
達
は
楽
し
い
１
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。
�

　
畠
山
実
行
委
員
長
は
「
今
年

は
、
催
し
が
集
中
す
る
５
日
か

ら
母
の
日
に
ず
ら
し
て
実
施
し
、

集
客
な
ど
不
安
で
し
た
が
、
結

果
、
大
盛
況
で
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。
こ
の
祭
り
も
地
域
の

行
事
と
し
て
認
識
さ
れ
、
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
お

り
ま
し
た
。
�

�

　
４
月
27
日
、
役
場
で
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
の
参
加
者
は
、
野
呂
田
修
さ
ん
・
舞

子
さ
ん
夫
婦
（
槻
田
）
の
お
子
さ
ん
で
12
月

２
日
に
生
ま
れ
た
渚
咲
ち
ゃ
ん
で
す
。�

 
「
お
兄
さ
ん
と
元
気
に
仲
良
く
育
っ
て
欲

し
い
」
な
ど
、
我
が
子
の
成
長
へ
の
思
い
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。�

▲楽しい遊びがいっぱい！　1

▲あいにくの天候ながら森岳駅周辺を清掃�

な
ぎ
さ
�

笑
顔
が
素
敵
！
�

琴
丘

こ
ど
も
ま
つ
り
�

街
を

き
れ
い
に
！
�

山
本
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�

　
　
協
議
会
清
掃
活
動
�

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈
�

三
種
の
大
切
な

宝
�

〜
健
や
か
な
成
長
を
〜
�

渚咲ちゃん�渚咲ちゃん�

������������������� 

秋
田
わ
か
杉
国
体
を
契
機
に
設
立
10

年
目
を
迎
え
た
山
本
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
議
会
（
佐
藤
鋭
助
会
長
）
は
、
５

月
１
日
今
年
度
2
回
目
と
な
る
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
早
朝
寒
い
中
、
森
岳

駅
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
と
花
壇
の
手
入
れ

を
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
行
っ
て
お

り
ま
し
た
。
�

　
10
月
ま
で
の
第
１
日
曜
日
を
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
日
」
と
定
め
、
公
共
施
設

の
ご
み
拾
い
草
取
り
な
ど
環
境
美
化
活

動
を
行
い
ま
す
。
本
年
度
も
健
康
づ
く

り
と
仲
間
づ
く
り
を
重
点
に
、
ご
み
の

な
い
美
し
い
街
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ

て
く
れ
ま
す
。
�
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�

���　
５
月
５
日
、
内
鯉
川
地
域
で
、
子
ど

も
み
こ
し
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。�

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
と

と
も
に
、
故
郷
を
愛
す
る
気
持
ち
を
育

も
う
と
自
治
会
や
保
護
者
な
ど
地
域
を

挙
げ
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
老
若
男
女
が
2
キ
ロ
近

い
コ
ー
ス
を
「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し

ょ
い
」
と
威
勢
よ
く
運
行
し
、
沿
道
に

は
、
多
く
の
住
民
が
応
援
に
駆
け
つ
け

て
い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
取
材
も
あ
り
、

賑
々
し
く
華
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
田
中
真
委
員
長
は
「
地
域
み
ん
な
で

子
ど
も
達
を
守
り
育
て
る
環
境
を
つ
く

り
、
こ
の
祭
り
を
長
く
続
け
て
行
き
た

い
。」
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。�

▲子どもの元気は地域の宝�

橋
本
五
郎
文
庫
�

開
設
5
周
年
記
念
会
�

内
鯉
川
地
域
�

子
ど
も
み
こ
し
を
運
行
�

「
木
彫
り
の
鯉
」�

　
地
域
練
る
�

　
　
浜
鯉
川
地
域
�

　
　
　
鯉
ま
つ
り
�

▲小泉議員のトークなどで盛り上がる�

�������　
５
月
５
日
、
浜
鯉
川
地
域
で
鯉
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
昭
和
62
年
に
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
、
鯉
川
の
地
名
と
伝
説
に
ち
な
ん

で
始
め
ら
れ
た
こ
の
お
祭
り
は
、
今
年

で
30
回
目
の
開
催
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

お
祭
り
に
協
力
し
た
住
民
の
方
々
へ
の

表
彰
や
記
念
植
樹
、
橋
本
五
郎
さ
ん
の

あ
い
さ
つ
な
ど
で
賑
や
か
に
節
目
の
年

を
祝
い
ま
し
た
。
�

　
木
彫
り
の
鯉
み
こ
し
を
乗
せ
た
小
舟

が
お
囃
子
や
掛
け
声
と
と
も
に
鯉
川
川

を
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
鯉
川
橋
に
到
着

す
る
と
一
番
の
見
せ
場
、
鯉
み
こ
し
を

橋
の
上
に
引
き
上
げ
る
「
鯉
の
滝
登

り
」
で
、
参
加
者
か
ら
大
き
な
歓
声
や

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
�

　
こ
の
後
、
大
人
が
み
こ
し
を
担
ぎ
、

子
ど
も
が
山
車
に
乗
り
、
笛
や
太
鼓
を

打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
、
「
こ
い
、
こ
い
、

こ
い
、
こ
い
」
の
掛
け
声
で
子
ど
も
の

成
長
や
五
穀
豊
穣
を
願
い
、
地
域
内
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。
�

������　
4
月
29
日
、
橋
本
五
郎
文
庫
5
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
同
文
庫
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
出
身
で
読
売
新
聞
特
別
編
集

委
員
の
橋
本
五
郎
さ
ん
の
講
話
や
秋
田

県
出
身
女
優
の
浅
利
香
津
代
さ
ん
の
お

祝
い
の
お
話
し
、
ま
た
自
民
党
衆
議
院

議
員
の
小
泉
進
次
郎
議
員
を
交
え
た
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら

6
0
0
人
が
来
場
し
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
�

　
平
成
23
年
4
月
29
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
同
文
庫
は
、
橋
本
五
郎
さ
ん
が
蔵
書

2
万
冊
を
提
供
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
現
在
3
万
5
千
冊
を
地
域
住

民
で
管
理
し
て
い
ま
す
。
�

　
こ
れ
ま
で
の
入
館
者
は
延
べ
2
2
、

0
0
0
人
を
超
え
、
図
書
利
用
の
他
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
で
人
気
を
集
め
地

域
に
根
付
い
て
き
ま
し
た
。
�

　
「
生
涯
の
誇
り
」
と
橋
本
五
郎
さ
ん
。

地
方
創
生
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
誇

り
高
き
文
庫
を
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人

達
が
「
自
分
た
ち
の
力
」
で
支
え
、
こ

こ
を
拠
点
と
し
、
地
域
の
盛
り
上
げ
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
�

�

▲鯉の滝登りに大きな歓声�

◆企画政策課  85-4818

　このコーナーは町民のみなさんと一緒に

作り上げたいと考えています。身近な地域

の話題をご提供ください。取材にお伺いい

たします。�

まちの話題まちの話題を�
ご提供ください�
まちの話題を�
ご提供ください�
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「
踊
る
。秋
田
２
０
１
６
」三
種
町
公
演�

 

５
月
７
日
に
秋
田
県
立
体
育
館
で
県
卓
球

選
手
権
大
会
兼
全
農
杯
全
日
本
卓
球
選
手
権

大
会
予
選
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

 

バ
ン
ビ
の
部
に
出
場
し
た
相
原
陽
輝
さ
ん

（
湖
北
小
・
２
年
）が
優
勝
。
カ
ブ
女
子
の
部

に
出
場
し
た
相
原
ち
ひ
ろ
さ
ん
（
湖
北
小
・

４
年
）
が
３
位
入
賞
し
姉
弟
揃
っ
て
全
日
本

選
手
権
（
７
月
29
日
〜
31
日
・
神
戸
市
）
へ

の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。�

相
原
姉
弟
全
国
大
会
出
場�
�

●
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

（
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
）�

日
時
　
６
月
22
日（
水
）13
時
30
分
〜�

場
所
　
山
本
公
民
館�

材
料
費
　
１
５
０
０
円�

講
師
　
俵
谷
隷
子
さ
ん�

●
自
分
だ
け
の
香
り
の
ス
プ
レ
ー
作

り
（
ハ
ー
ブ
）�

日
時
　
７
月
13
日（
水
）13
時
30
分
〜�

場
所
　
山
本
公
民
館�

材
料
費
　
１
０
０
０
円�

講
師
　
大
山
え
つ
子
さ
ん�

●
陶
芸
塾
（
や
き
も
の
同
好
会
）�

日
時
　
８
月
10
日（
水
）13
時
30
分
〜�

場
所
　
山
本
公
民
館�

材
料
費
　
５
０
０
円�

講
師
　
斉
藤
祥
子
さ
ん�

●
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
塾�

日
時
　
９
月
14
日（
水
）12
時
30
分
〜�

※
山
本
公
民
館
に
集
合
し
て
バ
ス
で

移
動
し
ま
す
。�

場
所
　
あ
さ
ひ
の
森
グ
ラ
ス
フ
ェ
ッ

テ
　
ヒ
ノ
デ�

材
料
費
　
３
０
０
０
円�

講
師
　
油
井
日
出
男
さ
ん�

●
木
工
塾
　
木
の
も
の
つ
く
り�

日
時
　
10
月
12
日（
水
）13
時
30
分
〜�

場
所
　
山
本
公
民
館�

材
料
費
　
５
０
０
円�

講
師
　
工
藤
竹
敏
さ
ん�

●
紅
葉
自
然
観
察
会
in
千
秋
公
園�

日
時
　
11
月
９
日（
水
）�

※
山
本
公
民
館
に
集
合
し
て
バ
ス
で

移
動
し
ま
す
。�

場
所
　
千
秋
公
園
（
秋
田
市
）�

●
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
　女
子
会�

日
時
　
12
月
24
日（
土
）�

場
所
　
未
定�

◆
申
込
み
　
山
本
公
民
館�

　
８
３
‐
２
３
５
４�

　
※
毎
月
２
日
ま
で�

�

石
井
漠
　

生
誕
１
３
０
年
記
念�

〜
石
井
漠
か
ら
未
来
に
向
か
っ
て
〜�

！�！�

山
本
公
民
館
講
座
塾
生
募
集
中
！�

な
ん
で
も
ち
ょ
こ
っ
と
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

第10回�
はみんぐ読書祭り�
第10回�
はみんぐ読書祭り�

　子どもも大人も、どなたでも楽しめます。
◆絵本と友達　子どもと一緒にこんな絵本を�
・大型絵本「ぶたくんと100ぴきのおおかみ」�
・絵本「おめん」ほか�
◆おさるオンパレード�
　ことしはさる年。おさるさん集まれ !�
◆歌＆おはなし�
・むかし話「おさるの顔はなぜ赤い」�
・民話「さるときじの田づくり」�
・絵本「じゅっぴきでござる」ほか�
◆元気にあそぼう　さあ、勝つのはどっち！�
・ふうせんバレー　・ひっくりかえる�

■主催：八竜図書ボランティアグループ「はみんぐ」・八竜公民館�
●問合わせ先　八竜公民館　　85－2177

●日時　6月12日（日）午前10時～12時�
●会場　八竜公民館（八竜改善センター）�
　　　　１階ホール�

※おやつは「はみんぐ」で準備しますが、飲み物は自分�
　で用意して下さい。�

心の栄養を心の栄養を�

たくわえようたくわえよう�
心の栄養を心の栄養を�

たくわえようたくわえよう�
心の栄養を�

たくわえよう�

〔
日
時
〕　
平
成
28
年
７
月
２
日（
土
）�

　
　
　
　
開
演
　:

14
時
〜�

〔
会
場
〕　
山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館�

　
※
入
場
無
料
（
入
場
整
理
券
は
、

琴
丘
・
山
本
・
八
竜
各
公
民
館
及

び
ふ
る
さ
と
文
化
館
に
て
６
月
15

日（
水
）か
ら
発
行
し
ま
す
）�

〔
主
催
〕�

　
石
井
漠
・
土
方
巽
記
念
国
際
ダ
ン

ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会�

〔
後
援
〕　
三
種
町
教
育
委
員
会�

〔
日
程
〕　�

第
１
部�

●
た
な
は
し
あ
ゆ
こ
バ
レ
エ
ス
ク
ー

ル
「
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

作
品
」　
な
ど�

●
下
岩
川
小
学
校
児
童（
漠
の
出
身
地
）�

　
・
石
井
漠
の
紹
介�

　
・
ダ
ン
ス
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」�

第
２
部
　
〜
漠
の
代
表
作
〜�

●
「
食
欲
を
そ
そ
る
」「
ア
ニ
ト
ラ
の

踊
り
」「
山
を
登
る
」「
機
械
は
生
き

て
い
る
」「
怖
が
ら
せ
る
」「
ハ
ン
ガ

リ
ー
舞
曲
第
５
番
」
な
ど�

〈
出
演
者
〉�

・
石
井
漠
記
念
創
作
舞
踊
団�

 

（
代
表
　石
井
登
）�

　
※
代
表
は
、
石

井
漠
の
孫
で
す
。�

・
た
な
は
し
あ
ゆ
こ

バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル�

・
下
岩
川
小
学
校

児
童�
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● 教育委員会�
　 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）�87－2115�
　 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）�
　 スポーツ係（琴丘総合体育館内）�

87－2113�
87－2222�

● 琴丘公民館　�87－3232�
● 山本公民館　�83－2354
● 八竜公民館　�85－2177�

　
子
ど
も
の
発
達
や
気
に
な
る
行
動
へ
の
対
応
、

就
学
に
関
す
る
相
談
等
に
つ
い
て
主
に
保
護
者

の
方
を
対
象
に
教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。�

◆
期
日
　
前
期
　:

７
月
26
日（
火
）、
27
日（
水
）�

　
　
　
　
後
期
　:

10
月
５
日（
水
）�

◆
会
場
　
能
代
市
中
央
公
民
館�

　
　
　
　
※
７
月
27
日
は
山
本
地
域
振
興
局�

◆
相
談
時
間
　
10
時
〜
15
時�

　
相
談
希
望
の
方
は
、
町
教
育
委
員
会
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
ま
た
、
「
教
育
相
談

票
」
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

当
日
相
談
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
相

談
当
日
は
、
で
き
る
だ
け
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。�

●
問
合
せ
先�

　
教
育
委
員
会
　学
事
係
　　　８
７
‐
２
１
１
５�

就
学
や
教
育
に
関
す
る
相
談
会�

平
成
28
年
度�

　
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
講
座
で
す
。�

◆
期
日
　
平
成
28
年
６
月
〜
平
成
29
年
１
月�

　
　
　
　
（
第
３
・
４
木
曜
日
）�

◆
時
間
　
13
時
〜
16
時
こ
ろ
ま
で�

◆
会
場
　
琴
丘
公
民
館（
琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー
）�

◆
材
料
代
　
１
０
０
０
円
〜
２
０
０
０
円�

◆
内
容
　
６
月
・
７
月
　
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
教
室�

　
　
　
　
８
月
・
９
月
　
木
工
講
座�

　
　
　
　
10
月
・
11
月
　
デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
座�

　
　
　
　
12
月
・
１
月
　
編
み
物
講
座�

◆
締
切
り
　
６
月
16
日（
木
）�

●
問
合
せ
・
申
込
み
先�

　
琴
丘
公
民
館
　
　
８
７
‐
３
２
３
２�

琴
丘
公
民
館
講
座
　き
ら
め
き
塾�

平
成
28
年
度�

美点�
凝視�
美点�
凝視�

そ
の
一
　
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
子
も
力
い
っ

ぱ
い
の
走
り
や
応
援
を
披
露
。
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者

ら
の
大
歓
声
が
響
い
て
い
た
。
保
護
者
や
家
族
、
地
域

の
方
々
は
、
子
ど
も
た
ち
の
き
び
き
び
し
た
動
き
や
あ

き
ら
め
ず
に
最
後
ま
で
走
り
抜
く
姿
に
大
き
な
成
長
を

感
じ
、
満
足
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
す
ご
い

と
思
っ
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
か
け
足
で
整
然
と

行
動
す
る
姿
。
集
合
し
た
時
の
話
を
聴
く
姿
勢
や
態
度

が
素
晴
ら
し
い
こ
と
。
ど
の
学
校
も
「
元
気
い
っ
ぱ

い
・
笑
顔
い
っ
ぱ
い
・
感
動
い
っ
ぱ
い
」
の
楽
し
い
運

動
会
で
し
た
。�

そ
の
二
　
中
学
校
の
体
育
大
会
で
の
こ
と
。
公
衆
電
話

の
近
く
で
耳
に
し
た
。
「
も
し
も
し
、
お
ば
あ
さ
ん
。

Ａ
子
だ
け
れ
ど
。
忘
れ
物
し
ち
ゃ
っ
た
の
。
届
け
て
く

れ
る
？
お
ば
あ
さ
ん
に
頼
ん
で
ご
め
ん
ね
。
途
中
、
車

に
気
を
つ
け
て
来
て
よ
。
じ
ゃ
お
願
い
ね
。
」
こ
の
よ

う
な
子
ど
も
は
、
家
で
も
自
然
に
そ
う
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
ね
。
温
か
い
ふ
れ
あ
い
の
中
で
育
っ
た
子
ど
も

は
、
心
豊
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
人
間
に
成
長
す
る
も

の
で
す
。
保
護
者
は
「
成

績
の
よ
い
子
に
育
っ
て

ほ
し
い
、
他
の
子
よ
り

特
別
な
能
力
が
あ
っ
て

ほ
し
い
」
と
願
う
も
の

で
す
が
、
こ
う
い
う
こ

と
も
大
切
に
し
た
い
も

の
で
す
。�

�

（
教
育
長
　�

　
　
　
鎌
田
　
義
人
）�

生涯学習に関する�
申し込み・�
問い合わせ先�

　７月３日の移動ウオーキングは、岩手県平泉「中

尊寺歴史ウオーキング」を行います。�

　世界遺産の中尊寺金色堂をメインに周辺史跡を

観光ガイド付きでウオーキングします。昼食は平

泉レストハウスで門前料理をいただきます。�

◆日程　７月３日（日）�

　　　※申込み締切り　６月17日（金）�

　7：30　山本体育館　発�

　9：50　平泉観光レストセンター駐車場　着�

10：10　
中尊寺歴史ウオーキング（ガイド付き）

�

12：00　
昼食（平泉レストハウス）�

13：00�

14：00　
平泉文化史館　見学

�

14：50　
おみやげ散策

�

15：00　平泉観光レストセンター駐車場　発�

17：20　山本体育館　着�

◆参加料　2,000円�

　※琴丘・山本・八竜いずれかの会員登録をお願

　　いします。�

　※入浴は予定していません�

◆定員　60名　※定員になり次第締切らせてい

　　　　　　　　　ただきます。�

◆申込み先　山本体育館�

◆問合せ先　三種町移動ウオーキング事務局　�

　　　　　　　0185－87－2222�

　　　　　　FAX0185－87－3222

三種町移動ウオーキング�

)
)
)
)

歴史探訪
の�

ウオーキ
ング�

にでかけ
ま�

しょう!
!
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�������������　
４
月
か
ら
新
た
に
加
わ
っ
た

10
人
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
新

し
い
感
動
を
作
り
だ
す
新
生
・

長
信
田
太
鼓
の
始
動
で
す
。
是

非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。�

●
と
き
　
６
月
19
日�

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分�

●
と
こ
ろ
　�

　
山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館�

●
入
場
料
　
１
０
０
０
円�

　
　
　
（
前
売
り
券
発
売
中
）�

問
い
合
わ
せ
先
…
長
信
田
の
森

心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク�

（
　
７
２
‐
４
１
３
３
）�

���

　
生
き
生
き
学
習（
陶
芸
教
室
・

歌
謡
教
室
）
は
年
齢
を
問
わ
ず

一
般
の
方
が
た
が
自
由
に
参
加

で
き
る
教
室
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

●
歌
謡
教
室�

　
６
月
25
日
　
13
時
〜
16
時�

※
６
月
の
休
館�

　
６
、
13
、
20
、
27
日�

問
い
合
わ
せ
先
…
高
齢
者
交
流�

セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑�

（
　
５
８
‐
５
２
９
５
）�

��

●
と
　
き
　
７
月
27
日
・
28
日�

●
と
こ
ろ
　
秋
田
し
ら
か
み
看

護
学
院
　
３
階
大
講
堂�

●
講
習
時
間
　�

　
９
時
〜
16
時
20
分
（
連
日
）�

●
受
講
料
　
４
８
０
０
円�

（
防
火
管
理
推
進
協
議
会
加

入
事
業
所
は
３
８
０
０
円
）�

●
申
込
期
間
　
７
月
１
日
ま
で

●
定
　
員
　
１
１
０
名�

（
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
）�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…�

能
代
消
防
署
　
予
防
担
当�

（
　
５
２
‐
３
３
１
２
）�

��

�　
が
ん
サ
ロ
ン
と
は
？�

　
が
ん
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
の�

方
が
お
話
し
を
し
た
り
、
交
流�

を
図
る
場
で
す
。�

●
と
　
き
　
６
月
16
日�

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時�

●
と
こ
ろ
　�

　
能
代
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー�

　
２
階
講
堂�

●
内
　
容
　�

◆
ミ
ニ
講
話�

「
ご
存
知
で
す
か
？
訪
問
看
護
」�

護
師
　
厚
生
連
山
本
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン�

　
　
師
長
　
工
藤
ゆ
き
子
　
氏�

◆
交
流
会�

※
参
加
費
無
料
・
申
し
込
み
不�

要
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。�

問
い
合
わ
せ
先
…
能
代
厚
生
医�

療
セ
ン
タ
ー
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー�

（
　
５
２
‐
３
１
１
１（
代
表
））�

�

�●
訓
練
期
間
　�

　
８
月
２
日
〜
１
月
31
日�

　
　
　
　
　
　
　
（
６
カ
月
）�

●
訓
練
会
場
　�

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田�

　
　
　
　
　
　
　
（
潟
上
市
）�

●
訓
練
科
（
定
員
）�

　
金
属
加
工
技
術
科
（
15
名
）�

　
電
気
・
通
信
施
工
技
術
科�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
名
）�

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
名
）�

●
受
講
料
　
無
料�

　
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負

担
）�

●
募
集
期
間
　
６
月
27
日
ま
で�

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
職
業
能�

力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ�

テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
）
訓
練
課�

受
講
者
第
一
係
（
　
０
１
８
‐

８
７
３
‐
３
１
７
８
）�

���

　
国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基�

礎
年
金
の
上
積
み
年
金
と
し
て�

給
付
を
行
う
、
公
的
な
年
金
制�

度
で
す
。
基
本
型
は
65
歳
受
給

開
始
で
す
が
、
二
口
目
以
降
に

60
歳
か
ら
支
給
の
タ
イ
プ
も
あ

り
ま
す
。�

　
６
月
下
旬
に
加
入
対
象
者
あ�

て
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
送
付

さ
れ
ま
す
。�

　
こ
の
機
会
に
詳
し
い
資
料
を�

ご
覧
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。�

問
い
合
わ
せ
…
秋
田
県
国
民
年�

金
基
金
（
　
０
１
２
０
‐
６
５

‐
４
１
９
２
）�

��

　
秋
田
地
方
法
務
局
で
は
、
登�

記
相
談
（
登
記
申
請
書
の
書
き�

方
や
必
要
な
添
付
書
類
に
関
す�

る
相
談
）
を
希
望
さ
れ
る
方
に�

待
ち
時
間
な
く
相
談
窓
口
を
利�

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
前
予�

約
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。�

　
登
記
申
請
書
の
様
式
や
必
要

書
類
に
つ
い
て
は
秋
田
地
方
法

務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…�

秋
田
地
方
法
務
局
能
代
支
局�

（
　
５
４
‐
４
１
１
１
）�

���

　
県
で
は
、
若
者
が
地
域
活
性

化
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
法

や
事
例
を
学
ぶ
た
め
の
「
秋
田

若
者
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。�

●
期
間
　
６
月
〜
12
月�

●
会
場
　
秋
田
市
　
他�

●
対
象
　
高
校
生
、
大
学
生
、

お
お
む
ね
40
歳
位
ま
で
の
方�

●
定
員
　
50
名�

●
参
加
費
　
無
料�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秋
田
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
　
０
１
８
‐
８
２
９

‐
５
８
０
１
）�

���

　
県
内
に
は
こ
う
げ
ん
病
の
専

門
医
が
大
変
不
足
し
て
お
り
、

情
報
が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い

の
が
実
情
で
す
。�

　
参
加
無
料
、
申
込
不
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
参
加
し
て
お

話
を
伺
っ
て
く
だ
さ
い
。�

●
主
催
　
全
国
膠
原
病
友
の
会

秋
田
県
支
部�

●
と
き
　
７
月
３
日�

●
と
こ
ろ
　�

　
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館�

●
主
な
内
容�

・
医
療
講
演
　
「
膠
原
病
と
感

染
症
に
つ
い
て
」�

東
京
女
子
医
科
大
学
付
属
膠
原

病
リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー
　

特
任
教
授
　
針
谷
正
祥
　
先
生�

問
い
合
わ
せ
先
…
全
国
膠
原
病

友
の
会
秋
田
県
支
部
（
　
０
１

８
６
‐
４
８
‐
５
８
４
５
）�

���

　
高
卒
者
を
対
象
と
し
た
求
人

の
受
付
が
、
６
月
20
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。�

　
企
業
の
将
来
を
担
う
優
秀
な

人
材
の
確
保
と
、
若
年
者
の
地

元
定
着
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
新
卒
者
の
採

用
枠
拡
大
と
、
求
人
の
早
期
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
応
募
者
の
適
性
と
能

力
の
み
を
基
準
と
し
た
公
正
な

採
用
選
考
を
お
願
い
し
ま
す
。�

問
い
合
わ
せ
先
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
能
代（
　
５
４
‐
７
３
１
１
）�

���

　
日
本
遺
族
会
は
、
「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。�

第
４
回
長
信
田
太
鼓
ラ
イ
ブ�

「
始
動
」�

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習�

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ�

公
共
職
業
訓
練
８
月
期
生�

を
募
集
し
ま
す�

秋
田
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ�

登
記
相
談
の
事
前
予
約
に
つ
い
て�

こ
う
げ
ん
病�

医
療
講
演
会
＆
質
疑
応
答�

塾
生
大
募
集
！�

あ
き
た
若
者
塾�

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ�

能
代
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー�

「
が
ん
サ
ロ
ン
」の
お
知
ら
せ�

国
民
年
金
基
金
か
ら
ダ
イ
レ
ク�

ト
メ
ー
ル
が
送
付
さ
れ
ま
す�

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友�

好
親
善
事
業
」参
加
者
募
集�
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●
費
用
　
参
加
費
10
万
円�

　
５
年
を
経
過
し
た
方
（
平
成

22
年
以
前
参
加
者
）
は
２
回
目

の
応
募
が
で
き
ま
す
。�

●
実
施
地
域�

〈
広
域
地
域
〉
①
旧
満
州
②
旧

ソ
連
③
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

④
マ
リ
ア
ナ
諸
島
⑤
ト
ラ
ッ

ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
⑥
東
部
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
１
次
）
⑦
ボ

ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
⑧
フ

ィ
リ
ピ
ン
（
１
次
）
⑨
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
⑩
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
１

次
）
⑪
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

⑫
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
２

次
）
⑬
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
２
次
）

⑭
フ
ィ
リ
ピ
ン
⑮
中
国�

〈
特
定
地
域
〉
①
西
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
②
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

③
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー

ト
諸
島�

●
申
し
込
み
先
　
秋
田
県
遺
族

連
合
会
（
　
０
１
８
‐
８
６
２

‐
８
８
２
０
）�

日
程
等
詳
細
問
い
合
わ
せ
先
…

日
本
遺
族
会
事
務
局
（
　
０
３

‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１
）�

����

●
対
象
者
　
平
成
28
年
度
介
護

支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試

験
受
験
予
定
者�

●
と
　
き
　�

・
講
義�

７
月
９
日
〜
10
日
・
７
月
18
日�

・
模
擬
試
験
　
８
月
27
日�

●
と
こ
ろ�

　
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館�

●
受
講
定
員
　
55
名
（
先
着
順
）�

●
内
　
容�

・
試
験
３
科
目
の
重
点
項
目
講

義�

・
全
国
統
一
模
擬
試
験�

　
　
（
第
２
回
　
※
団
体
受
験
）�

●
申
込
締
切
　
６
月
20
日�

（
申
し
込
み
・
受
講
料
振
込
）�

※
内
容
・
申
し
込
み
方
法
お
よ

び
受
講
料
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
県
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

問
い
合
わ
せ
先
…
（社）
秋
田
県
社�

会
福
祉
協
議
会
（
　
０
１
８
‐

８
６
４
‐
２
７
７
５
）�

���

　
こ
の
講
習
会
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
母
、
父
お
よ
び
寡
婦
等

が
調
理
師
試
験
に
向
け
て
の
知

識
を
習
得
し
、
生
活
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
申
込
締
め
切
り
等

の
日
程
や
講
習
内
容
の
詳
細
に

つ
い
て
は
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

●
実
施
主
体�

秋
田
県
ひ
と
り
親
家
庭
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー�

●
受
講
対
象
者
　
秋
田
県
内
に

在
住
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、

父
お
よ
び
寡
婦
等
で
調
理
師
試

験
の
受
験
条
件
を
満
た
し
て
い

る
方�

●
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
・

問
題
集
等
自
己
負
担
）�

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
県
ひ
と
り

親
家
庭
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
　
０
１
８
‐
８
９
６
‐
１
５
３
１
）�

�

�●
受
験
資
格�

①
高
卒
見
込
の
者
お
よ
び
高
卒

後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者�

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と�

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

者�●
受
付
期
間�

　
６
月
20
日
〜
６
月
29
日�

●
申
込
方
法�

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

と
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
し
込
め
な
い
場
合
は
、
受
付

期
間
前
に
仙
台
国
税
局
人
事
第

二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務

局
へ
連
絡
す
る
。�

●
第
１
試
験
日
　
９
月
４
日�

問
い
合
わ
せ
先
…
仙
台
国
税
局�

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係�

（
　
０
２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１

１
内
線
３
２
３
６
）�

人
事
院
東
北
事
務
局�

（
　
０
２
２
‐
２
２
１
‐
２
０
２
２
）�

���●
受
験
資
格
　
平
成
３
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
、
四
年

制
大
学
ま
た
は
平
成
29
年
３
月

ま
で
に
卒
業
見
込
者�

●
第
１
次
採
用
試
験
日
　�

　
７
月
３
日�

●
受
付
期
間
　�

　
６
月
１
日
〜
６
月
17
日�

●
受
験
案
内
　
協
会
本
支
所
で

配
布
の
ほ
か
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載�

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
県
信
用

保
証
協
会
　
総
務
企
画
課�

（
　
０
１
８
‐
８
６
３
‐
９
０
１
１
）�

調
理
師
試
験
対
応
講
習
会�

　
　
（
県
北
・
県
南
会
場
）�

秋
田
県
信
用
保
証
協
会�

職
員
採
用
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）�

国
家
公
務
員「
税
務
職
員
採
用�

試
験
」（
高
校
卒
業
程
度
）�

介
護
支
援
専
門
員�

実
務
研
修
受
講
試
験
　�

「
直
前
対
策
講
座
・
模
擬
試
験
」�

　三種ミュージカルに出演してみたい

方、スタッフとして参加したい方大募

集！�

　小学生から大人まで年齢問いません。�

　みなさんのご参加お待ちしています。�

◆連絡先�

　三種ミュージカル実行委員会�

　岩谷（　090－8926－0029）�

　田中（　090－2276－2668）�

◆応募締め切り　６月10日（金）まで�




